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この 書籍 で は 、 人 間 社 会 や 文化 の あり 方 を 説明 する 上 で 、 神 
経 ・ 生 理 心理 学 的 な 見 方 を 、 新 た に 導入 し て いま す 。 こ の 書 
籍 で は 、 人 間 の 本 質 を 、 ( 脳 ) HRANEMICHS*c hE 

し 、 社 会 を 神経 系 の 集積 、 な いし 神経 系 問 の 神経 回 路 の や り 
と り と し て 提 え る 見 方 を 提案 し て いま す 。 


[筆者 注 ] 当 サ イト の 内 容 は 、1987 年 頃 、 筆 者 の 大 学 時 代 

に 、 い っ た ん 試論 の 形 で 作成 し た も の が 元 に な っ て いま す 。 
筆者 は 、1999 年 頃 か ら 再 び 手 を 入れ て 、 内 容 を 、 社 会 学 の 理 
論 (社会 構造 、 コ ミュ ニケ ーション 論 な ど ) と 関連 を 持た せ 
る 形 で 、 よ り 詳 細 な も の に 改め まし た 。 


On 

OAM. REAL HCAs. 

生物 に お ける 、 神 経 系 。 

それ は 、 動 的 な 、 生 き や す さ の 追求 の た め の 問 互 で ある 。 


精神 や 魂 。 
それ ら は 、 神 経 償 の 活動 と し て 、 提 えら れる 。 
神経 穴 を 持つ 全て の 生物 は 、 精 神 や 魂 を 持つ 。 


精神 や 魂 を 持つ 生物 。 
それ ら は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 


彼ら 自身 の 行動 結果 に つい て の 自覚 を 持つ 、 全 て の 生物 。 
彼ら は 、 意 識 を 持つ こと が 可能 で ある 。 


彼ら 自身 の 行動 に つい て の 前 断 や 決定 や 計画 を 行う 、 全 て の 
生物 。 
彼ら は 、 思 考 す る こと が 可能 で ある 。 


彼ら 自身 の 行動 に つい て の 記憶 と その 再生 を 行う 、 全 て の 生 
物 。 
彼ら は 、 学 習 す る こと が 可能 で ある 。 


それ ら の 生物 は 、 皆 、 神 経 胡 を 所 有 し て いる 。 

それ ら の 生物 は 、 紳 、 知 的 で ある 。 

それ ら の 生物 は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 

ENS NDEWOGRBAR CY. AIDA OIC, BABA 
差 は 、 存 在 し な い 。 


人 間 に と っ て 、 意 思 疎 通 が 困難 な 生物 。 

その よう な 生物 の 神経 系 の 活動 に つい て 、 内 部 検証 を する こ 
Cs 
人 間 が 、 そ の 行為 を 、 何 も し よう と し な いこ と 。 

そう し た 現状 に お いて 、 人 間 が 、 そ の よう な 生物 を 、 以 下 の 
よう に 、 勝 手 に 見 な すこ と 。 

/ 

彼ら は 、 機 械 的 で ある 。 

彼ら は 、 知 的 で な い 。 

彼ら は 、 原 始 的 で ある 。 

// 


それ ら の 態度 は 、 根 本 的 に 謀 り で ある 。 


人 間 以 外 の 生物 。 

Wo DMA DBA. 

それ ら の 活動 の 、 内 部 検証 。 

その 実行 に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
// 


人 間 が 、 そ れ ら の 生物 と 、 意 思 疎 通す る こと 。 

人 間 が 、 そ れ ら の 生物 に お ける 、 精 神 や 社会 の 内 実 を 、 理 解 
する こと 。 

それ ら が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

// 


それ ら の 実現 が 、 今 後 の 生 物 学 や 心理 学 や 社会 学 に お いて 、 
根本 的 に 重要 で ある 。 


(2022 年 4 月 初出 。) 


ORE - 神経 社会 学 - 


1987-2006 初出 
行動 の 最小 単位 


s 行 動 様式 素子 と し て の シナ プス 


人 間 の 行動 は 、 神 経 共 の 働き が メイ ン で ある 。 脳死 (APAEAR 
の 活動 停止 ) を 人 の 死 と する 考え 方 が 普及 し た 現在 で は 、 人 
間 行 動 と 社会 構成 な ど と の 関連 を 考え る 上 で は 、 神 経 だ け 
考え れ ば 十分 で ある 、 と 考え られ る 。 


人 間 の 行動 を つか さ ど る 神経 条 は 、 ニ ュー ロン 。 (神経 細 

fl) の 連鎖 ・ 網 (ニニ ュー ラル ・ ネ ットワーク ) と し て も 、 提 〒 
られ る 。 人間 個 火 は 。 臣 内 な 三 ョ ー 困 ヨシ ンピュータ と し 
CHA DNA. 


AfotiN#(t. Da-OVAtLOMEFAORS & lL CHA 
あこ ど が で き 、 COR. ANE |h. “Sab vores: 
の 計 の ご あの が CaS. 


行動 (広義 ) は 、 脳 神経 条 に お ける 、 シ ナ プ ス に よっ て 静 的 
に 結び つい た ニュ ー ロ ン 配 線上 を 、 イ ン パ ルス が 動 的 に 伝達 


する 活動 、 と 詩 え る 。 


行動 (狭義) は 、 感 覚 野 - 連 合 野 - 運 動 野 と 分 化し た 脳神経 系 
に お いて 外界 と 接する 部 分 で ある 、 感 覚 お よび 運動 野 の 
ニュ ー ラ ルネ ットワーク が 、 イ ン パ ルス の 伝達 に より 活性 化 
し 、 身 体 の 外観 上 の 動き と な っ た も の 、 と 捉え られ る 。 


思考 は 、 脳 神経 条 に お ける 、 ニ ュー ロン 配線 上 を 、 イ ン パ ル 
ス が 動 的 に 伝達 する 活動 の うち 、 運 動 野 を 通っ て 外部 に 出力 
され る こと な く 、 内 部 で 持続 し 続け る 分 、 と 吉 え る 。 


神経 回 路 は 、 活 性 化 (イン パル ス の 通過 の 有無 ) か ら の 側面 
か ら は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 

(1 ) 活性 的 イン パル ス が 通る 、 発 生 する 行動 に 対応 し て い 
る 。 
(2) FEM fT イン パル ス が 通ら な い 、 発 生 す る 行動 に 対応 
(yar Ge 


人 間 の 行動 様式 を 、 ニ ュー ラル ・ ネ ットワーク の 活動 に 選 元 
し て 捉え る と 、 行 動 様式 を 決定 する の は 、 ニ ュー ロン 同士 の 
結合 の 連鎖 の あり 方 で あり 、 人 間 の 行動 を 、 ミ クロ な 視点 で 
分 和解 し つく し た と ころ の 根源 は 、 あ る ニュ ー ラ ル ・ ネ ッ ト 

ワー ク を 、 他 の 部 分 の ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク と どの よう 
に 結び つけ る か を 、 決 定 す る 、 シ ナブ プス に ある と 考え られ 

rae 


し た が っ て 、 「 行 動 様式 素子 (人 間 - 生 物 の 行動 様式 を 、 神 
BAAR CREST Sav)Biz) 1 」 に 当たる の は 、 ニ ュー ロン 
同士 の 結合 の 正負 ・ 強 さ を 司 る シナ プス で ある 、 と 考え る こ 
CHCA る 。 

そし て 、 人 間 の 脳神経 は 、 こ うし た 様々 な 遺伝 的 、 後 天 的 
行動 様式 の た まり 場 、 プ ー ル (pool of behaviors) & LU THA 
る こと か 出来 る 。 


社会 と の 関連 


e 社 会 の 2 つの 異な る 提 え 方 


社会 は 、 個 人 の 神経 宋 の 働き に 視点 を 合わ せ た 場 合 に は 、 各 
人 の 神経 償 シス テム 同士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン に よる 結合 ・ 
連携 ・ 連 和 帯 、 な いし 個々 の 神経 条 シ ステ ム 同 士 の 相互 作用 と 
し て 提 え る こと が で きる 。 そ こ で は 、 各 人 の 神経 和 内 部 で の 
APSE EER EEDS, JOA ORD 5 BEAK CHS 
と 考え られ る 。 


上 記 と は 別に 、 社 会 は 、 各 人 の 脳神経 シ ステ ム の 合計 と し 
て の 巨大 な 神経 胡 シス テム = スー パー 神経 と し て 捉え る こ 
と も で きる 。 こ の 視点 で は 、 個 々 人 の 神経 胡 シス テム を 一 つ 
の 大 き な 全 体 社会 と いう 「 る つぼ 」 の 中 に 融合 し て いる 。 す 
な わ ち 、 全 体 社会 は 、 巨 大 な 感覚 野 、 連 合 野 、 運 動 野 か ら な 
る 一 個 の 統合 され た ニュ ー ラ ルネ ットワーク 、 ニ ュー ロコ ン 
区 エー タ 5C あ る と 考 有 る わけ で ある 。 


こう し た 視点 の 違い か ら 、 社 会 の 捉え 方 は 、 以 下 の 2 通り が 
HS. toad. 


a. 視 点 が ミク ロ か マク ロ か 。 

( 1 ) 視点 が 社会 を 構成 する 個々 人 毎 の 神経 償 の 活動 に 向い 
て いる 捉え 方 。 

(2) 視点 が 社会 全体 を 烏 典 す る 捉え 方 。 


b. 個 人 と 社会 を 分 ける か 分 け な い か 

(1) 個人 と 社会 を 互い に 別物 と し て 区 別 し 対 立 さ せる 方 式 
(2) 個人 を 社会 (と いう 巨大 神経 条 シ ステ ム ) の 中 へ と 一 
体 ・ 融 合 化 させ て 不可 分 の も の と し て 提 え る 方 式 


ミク ロ な 社会 の 捉え 方 で は 、 個 人 の 神経 の 働き を 中 心 に 考 
え 、 社 会 は 神経 系 同士 の 連結 機能 を 持つ に 過ぎ な いと 捉え る 
場合 と 、 個 々 人 の 神経 胡 間 の や り と り ・ 相 互 作 用 が 行わ れ て 
いる 状態 と し て の 社会 に 焦点 を 当て る 場合 と に さら に 分 けら 
れる 。 


マク ロ な 社会 の 捉え 方 で は 、 文 化 は 、 個 々 人 の 神経 系 同士 の 
統合 体 と し て の 社会 に よ る 産物 と 考え る こと が で きる 。 新 た 
な 文化 生成 は 、 全 体 社会 と いう 巨大 神経 共 シ ステ ム の 中 で 

の 、 部 分 神経 回 路 の 新規 生成 と いう 出来 事 と し て 捉え られ 

る 。 生 み 出 され た 文化 が 流布 ・ 拡 大 する 現象 は 、 全 体 社会 中 
の 当 該 文化 に 該当 する 神経 回 路 が 強化 され る こと に 対応 す 

る 。 (神経 回 路 が 、 太 く 丈 夫 に な る 。 神 経 回 路 の 回 線 数 が 増 
Se 2 


全 マ クロ 神経 社会 学 


1987 (初版 ) 、1999-2006 (2 版 ) 初出 
全体 社会 の 定義 


全体 社会 は 、 各 人 が 持つ ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク を 、 一 人 
分 ずつ 潰し て 、 同 一 部 位 を 互い に 重ね 合わ せ て いっ た 、 ネ ッ 
トワ ー ク の 合計 と し て 捉え られ る 。 

各 人 の ネッ トワ ー ク を 潰し て 、 同 一 部 位 同士 を 足し 合わ せる 
作業 を 、 互 い に 関連 を 持つ 、 地 球 上 全て の 人 間 の ニュ ー ラ 
Ie ae FISTS CID Cle), SRC HO. 
人 間 の 環境 適応 に と っ て 完全 に 近い 、 巨 大 な か ニュー ラル ・ 
ネッ トワ ー ク を 形成 する こと 。 そ れ が 全体 社会 で ある 。 
この 場合 の 全体 社会 は 、 巨 大 な 感覚 野 、 連 合 野 、 運 動 野 か ら 
な る 一 個 の 統合 され た ニュ ー ラ ルネ ットワーク で ある 。 
この 場合 の 全体 社会 の 神経 系 の 構造 は 、 一 人 の 人 間 の 神経 系 
の 構造 と 相同 で ある 。 な ぜ な ら 、 各 人 の 神経 長 の 構造 の 合計 
が 、 そ の まま 全体 社会 の 神経 の 構造 を 形作っ て いる か ら で 
ある 。 


BAM AHA = ニュー ラル ・ ネ ットワーク の 合計 が 、 全 体 


社会 と な る 。 例 えば 、 各 人 の 持つ 視覚 回 路 の 合計 が 、 全 体 社 
会 の 「 眼 」 と いう こと に な る 。 全 世界 の 人 口 が 50 億 人 な ら 、 
全体 社会 は 、100 億 個 の 眼 を 持っ た 「 超 人 」 と し て 捉え られ 
Ay 


全体 社会 は 、 巨 大 な 感覚 野 、 連 合 野 、 運 動 野 を 持つ 、 一 つの 
大 き な 神 経 系 シス テム = ハイ パー 神経 、 な いし 行動 者 と し 
て 捉え られ る 。 


集団 、 組 織 の 定義 

全体 社会 に 上 比べ て 、 よ り 小 さ な 人 間 同 士 の 集まり で ある 、 集 
団 な いし 組織 も 、 全 体 社会 同様 、 そ れ を 構成 する 各 人 の 脳 神 
経 砂 = ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク の 合計 と し て 提 え られ る 。 
すなわち 、 複 数 人 か ら な る 集団 、 組 織 は 、 一 人 の 人 間 同 様 

に 、 統 合 さ れ た 感覚 野 、 連 合 野 、 運 動 野 を 持つ 、 ひ と ま と ま 
|) DK ty HAR =/\-1 IN-EAR, TMB EL CHAS 
eye 

例え ば 、 会 社 組織 は 、 従 業 員数 が $00 人 な ら 、1000 個 の 有 眼 を 
持っ た 「 超 人 」 と し て 提 え られ る 。 


s 社 会 構造 と 神経 回 路 の 安定 性 


社会 構造 は 、 社 会 関係 に お ける 、 変 化し に くい 、 安 定 し た 部 
分 を 指す 。 こ れ は 、 社 会 を 構成 する 各 人 の ニュ ー ラ ル ・ ネ ッ 
トワ ー ク に お いて 、 変 化し に くい 、 定 常 部 分 を 、 足 し 合わ せ 
た も の に 一 致す る 、 と 考え られ る 。 


s 社 会 疫 動 


全体 社会 の 変動 は 、 各 人 の ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク 全 合 計 
の うち の 、 可 肌 部 分 の 変化 と し て 捉え る こと が で きる 。 
個々 人 の 心理 シス テム の 変動 は 、 ニ ュー ロン 同士 の 配線 が 、 
大 きく 変化 する こと で 起き て いる 。 そ し て 、 こ の 個々 人 の 
ニュ ー ロ ン 配 線 の 変動 が 、 社 会 レベ ル の 変動 に つなが っ て い 
る と 考え られ る 。 

社会 変動 が 起こ る 時 は 、 社 会 を 構成 する 各 人 の ニュ ー ラ ル ・ 
ネッ トワ ー ク の パタ ー ン 。 (神経 償 の 構造 ) が 、 大 きく 変化 


し て いる 、 と 考え られ る 。 


ok} Ff 

紛争 は 、 全 体 社 会 を 構成 する 巨大 な が か ニ ュー ラル ・ ネ ッ ト ワ ー 

ク の 中 で 、 特 定 部 分 の 促進 光 制 関係 が 逆 に な っ て いる 人 間 同 

中 の 所 ロコ デラ ルド ャ ネッ ド ワ ー ク が 同局 に し て で いる と き に 起こ 

re 

全体 社会 に お ける コン フリ クト (紛争 ) は 、 全 体 社会 を 構成 

する 巨大 な 神経 回 路 の 中 に 、 促 進 ・ 抑 制 の 関係 が 正反対 に 

な っ て いる 部 分 が 存在 し 、 そ の 正反対 の 部 分 同士 が 、 矛 盾 す 

る 、 互 い に 相 手 を 打ち 消し 合う イン パル ス を 伝達 する こと に 

っ て 起こ る 。 全 体 社会 内 部 で の 、 イ ン パ ルス の 打ち 消し 合 
に よる 消耗 を も た ら す こと 。 

ne お ける 上 司 ・ 部 下関 係 

aes — INKS WHBALY L CHO EIA 

司 ・ 部 下 の 関 係 が 、 末 広がり の 枝 状 に 、 連 接し て いる 。 こ の 

場合 、 組 織 の 中 心 に 位置 する 上 司 に 対応 する 神経 回 路 は 、 よ 

り 抽 象 的 ・ 包 括 的 で 現場 か ら 遠 い 内 容 の 職務 内 容 に 対応 し 、 

ーー 方 、 組 織 の 末端 に 位 連 す る 部 下 に 対応 する 神経 回 路 は 、 よ 

り 具 体 的 ・ 玉 末 的 で 現場 に 近い 内 容 の 職務 内 容 に 対応 する 。 

し た が っ て 、 神 経 回 路 は 、 社 会 組織 の 面 か ら は 、 以 下 の 2 通 


り に 区 分 で きる 。 
(1) 中 心 、 中 核 
(2) 周辺 、 未 端 


外界 か ら 入 っ て 来る 刺激 を 古 接 受け 止め る 回 路 部 分 を 担う の 
が 、 部 下 の 人 間 に 対 応 す る ネッ トワ ー ク で あり 、 こ の ネッ ト 
ー ク 部 分 は 、 外 界 か ら 入 っ て 来 た 刺激 を 分 析 し て 、 そ の 情 
報 量 を 低減 し た 上 で 、 分 析 済 の イン パル ス 内 容 を 、 上 司 の 人 
間 の 持ち 分 に 当たる ネッ トワ ー ク 部 分 に 渡す 。 自 分 の 持ち 分 
の と ころ で 、 イ ン パ ルス 情報 量 が 十分 低減 され て 、 自 分 の 上 
司 へ は 特に 報告 し な く て よい と 状 定 され た 場合 は 、 そ こ で 、 
イン パル ス の 伝達 は 止ま る 。 
部 下段 階 の ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク 部 分 で 受け 取ら れ た 情 
報 が 、 上 司 段 階 の ネッ トワ ー ク へ と 伝達 され る 場合 は 、 次 の 
よう な 場合 が 考え られ る 。 


(1 ) 情報 量 が 多い ( 今 ま で に な く 目 新しい 、 滅 多 に 起き な 
Cee aaa 

(2) 環境 適応 上 の 重要 度 が 高い (人 の 生死 に 関わ る 、 組 織 
の 存続 に 関わ る こと 。) 


孤立 者 へ の 配慮 

全体 社会 は 、 孤 立 者 を 人 間 社 会 の 一 員 に 加え る か 人 否 か に よっ 
て 、 以 下 の 2 通り の 提 え 方 が 成立 する 。 

(1 ) 相互 作用 が ある 者 同士 の ニュ ー ラ ルネ ットワーク の み 
を 加算 する こと 。 

( 2 ) 相互 作用 の な い 孤 立 者 の ニュ ー ラ ルネ ットワーク も 含 
yO eos 


この 場合 、 孤 立 者 は 、 最 初 か ら 全 く 人 間 社 会 と 接点 を 持た な 
か っ た 狼 少年 ・ 少 女 で ある 場合 ほとん ど な く 、 ロ ビン ソン ・ 
クル ー ソ ー の 物語 の よう に 、 元 は 人 間 社 会 の 一 員 で あり 、 人 
間 の 文化 を 共有 し た 者 が 何ら か の 原因 に より 、 他 者 と 隅 離 さ 
れ た か 、 自 ら 進 ん で 社会 と の 接点 を 断っ た と 考え る の が 普通 
CHS. 彼ら 孤立 者 は 、 人 間 の 文化 を 自分 の 神経 系 の 中 に 残 
し て お り 、 彼 ら 孤 立 者 独自 の 経験 が 、 再 び 残 り の 社会 に 再 接 
扱 後 流布 する 可能 性 を 秘め て いる 点 、 全 体 社会 を 捉え る 際 に 
は 、 人 間 社 会 の 一 員 と し て 捉え た 方 が 都合 が よい 。 
ある い は 、 大 勢 が 集まり 暮らし て いる 中 か ら 、 ス ッ と 抜け 出 
た 少数 者 の 一 団 が 、 今 まで いた 人 間 社 会 か ら 完 全 に 了 離 され 
た 形 で 独自 の 文化 を 形成 する 場合 も 考え られ る 。 そ の 場合 、 
全体 社会 の 合計 に は 、 彼 ら の 独自 社会 の 分 も 当然 加え る べき 
だ だら いう あえ が 貞 て くる で あの ろう 。 

こう し た 点 、 全 体 社 会 に は 、。 ( 2 ) の 孤立 者 を 含め た 方 
が 、 よ り 都 合 が よい と 考え られ る 。 


oF oy 28 - a) BR OAat 

ニュ ー ラ ルネ ットワーク に は 、 遺 伝 に よっ て 配線 を 予め 決め 
られ た 、 疾 可 席 部 分 。 (半導体 の ROM に 相当 ) と 、 後 天 的 に 
(文化 的 に ) 配線 を 変え る こと が で きる 、 可 護 部 分 。 ( 半 導 
体 の RAM に 相当 ) と が ある 。 全 体 社会 は 、 遺 伝 的 。 ( 括 可 


) ・ 文 化 的 ( 可 北 ) いずれ の ネッ トワ ー ク も 、 全 部 含め た 
形 で 、 存 在 する と 考え られ る 。 


ミク ロ 神 経 社会 学 
ぐ 社 会 の 概 信 


1987-2009 初出 

e 個 人 神経 償 間 の 接続 コネ クタ と し て の 社会 

社会 は 、 個 人 の 神経 の 働き に 視点 を 合わ せ た 場 合 に は 、 以 
PO SICH CY Ce Bs 

(1) SADHBALAFLALMNATaLe—Vavicé 
SB JG - Bm. AUX ORAS AT LALO 
互 作用 

(2) 各 人 の 神経 不 シ ステ ム 同 士 を 寄せ 集め た 集合 体 


(1) の 捉え 方 か ら す る と 、 社 会 は あく まで 、 個 人 内 部 で 生 
み 出 され た 環境 適応 に 有効 な 神経 回 路 を 、。 (その 回 路 を ま 
だ 持っ て いな いこ と 。) 複数 の 他 の 人 間 の 神経 系 へ と 適切 に 
流布 させ る た め の 手 段 に 過ぎ な いこ と 。 社 会 は 、 互 い に 独立 
し た 各個 人 の 神経 系 = 「 心 」 同 士 を つなぐ 和 架け 橋 ・ 接 続 コ ネ 
クタ と し て 捉え られ る 。 

吉 い 換え る と 、 社 会 は 、 ミ クロ な 視点 と し て は 、 個 々 の 神経 
系 シス テム 同士 の 相互 作用 、 神 経 回 路 の や り と り 自 体 の 集合 
体 と し て 捉え る こと が で きる 。 人 間 は 、 工 学 的 に は ニュ ー ロ 
ヨコ ヨ ジョ ュー タ の 三種 と し て 所 える こと が で き 、 巨 大 が ニュ ー 
ロコ ンピュータ 同士 が 大 群 を な し て 一 斉 に 相互 作用 、 通 信 す 
る の が 、 現 代 の 人 間 社 会 で ある 、 と 言っ て よい 。 

文化 を 、 神 経 回路 の 形 に 変換 し うる 情報 と し て 捉え た 場合 、 
コミ ュ ニ ケー ショ ン は 、 通 路 と し て の 社会 の 上 を 、 文 化 が 人 行 
き 交 う 状 態 と し て 捉え る こと が で きる 。 社 会 は 、 神 経 回 路 = 
文化 の 流通 する 経路 の 集積 と し て 捉え る こと が で きる 。 


(2) MHAATCS. H#Bld. xe AnDHBAR= 「 心 」 の 集 


pee 社会 は 、 個 々 人 の 「 心 」 = RAE AAR 

こ は 存 在 し 得 な い 。 そ の 点 、 社 会 を 捉え る に は 、 神 経 心理 
見 地 の 哨 須 と な る 、 Bld, ' (神経 ) 心理 学 的 社会 
学 」 が 必要 と な る 。 そ の 場合 、 現 行 の 社会 学 の よう な 、 社 会 
は 、 個 々 人 の 心理 と は 独立 し て 存在 する 、 個 人 心理 を 超え た 
独自 の 存在 で ある 、 と する 見 方 は 成り 立た な く な る 。 


また 、 (2) の 個々 人 の 神経 系 活動 、 心 理 の 集合 体 が 社会 で 
ある 、 と する 考え 方 か ら は 、 社 会 は 個々 人 の 心理 を 内 包 す 
る 、 と 捉え る こと が で き 、 社 会 は 複数 < 多数 の 個々 人 の 心理 
を まとめ 上 げ て 集約 する 上 位 概念 で ある と 計 うこ と が で き 
る 。 


その 点 、 社 会 学 は 心理 学 、 脳 神経 科学 を 内 包 す る 、 よ り 上 位 
の 学問 と 誤 う こ と が で き る 。 率 衣 に 言え ば 、 心理 学 は 社会 学 
の 下僕 で ある 、 と 言う こと に な る 。 あ る い は 、 神 経 心理 学 の 
上 位 に 、 神 経 社会 学 が 来る の で ある 。 


これ は 、 会 社 と か で 、 個 々 の 一 般 社 員 よ り も 、 彼 ら を 集約 
し 、 ま と め て 管理 する マネ ー ジ ャ ー の 方 が 、 組 織 内 の 了 級 が 
上 位 な の と 一 緒 で ある 。 


社会 学 は 、 従 来 の よう に 個々 人 の 内 的 心理 を 除外 し て 、 個 人 
間 の 相互 作用 に 視点 を 絞る 行き 方 で は 行き 詰まっ て し まう の 
で 、 今 後 の 脳神経 科学 の 進展 に 新た に 対応 すべ く 、 個 々 人 の 
心理 、 神 経 和 活 動 を 内 色 し 、 取 り 入 れ 、 ま と め 上 げ て いく 、 
と いう 視点 か ら 再 構成 され る べき で ある 。 


社会 化 と 神経 系 


1987-2006 初出 


回 路 生 成 に つい て 


e 回 路 生成 の 基本 

新た な 神経 回 路 の 生成 は 、2 つ の 異な る 刺激 の 同時 生起 に 基 
づく 。 例え ば 、 り ん ご を 食べ た 人 は 、 手 に 持っ た 「 り ん ご "」 
の 三 える 視覚 、 触 覚 面 で の 刺激 と 、「 お いし い 」 と いう 味覚 
面 で の 刺激 と の 両者 を 同時 に 生起 させ る 。 そ の 結果 、「 り ん 
Sh( 還 当 だ る こと ョ コー とう おい UV ( 当 だ る ニョ ー 思 と 
と が 同時 発火 し 、 両 者 の ニュ ー ロ ン 間 に 、 新 た な 結合 = 回 路 
生成 を も た ら す 。 


e 回 路 コ ピー の 基本 

神経 回 路 の 人 間 の 間 で の コピ ー は 、 メ ディ ア に 、2 つ の 異な 
る 刺激 を 同時 生起 させ る 情報 を encode し て 載せ て 、 相 手 の 神 
経 条 の 中 に 送っ て decode さ せ 、 結 果 と し て 、 相 手 の 神 経 胡 の 
中 で 、 該 当 す る 2 つの 刺激 に 当たる ニュ ー ロ ン 同 士 を 結合 さ 
せる こと で 行わ れる 。 例え ば 、 り ん ご を 食べ て お いし いと 感 
LEA (「 り ん ご 」 と 「 お いし い 」 間 の ニュ ー ロ ン 結 合 を 、 
実際 に 食べ る こと で 得 た 人 ) は 、「 り ん ご は お いし い 」 と 相 
手 に 言葉 で 伝達 する 。 (な いし 、「「 り ん ご 」「 お いし い 」 
の 刺激 を 、「 り ん ご 」 の 絵 と 、 お いし そう な 顔 を する こと で 
同時 発生 させ る こと 。) こと 。 す る と 、 相 手 の 心 の 中 で は 、 
「 り ん ご 」「 お いし い 」 の 2 つの 刺激 に 当たる ニュ ー ロ ン 同 
士 が 同時 発火 し て 両者 の 間 が 結合 し 、 結 果 と し て 、 彼 の 神経 
系 に は 、 伝 達 元 の 人 と 同じ 回 路 が コピ ー さ れ た こと に な る 。 


上 記 の 場合 、 り ん ご の お いし さ を 他 者 に 伝達 し よう と する 、 
能動 的 な 伝達 意思 、 動 機 付け の よう な も の が 、 伝 達者 の 神経 
系 内 部 に 存在 する 必要 が ある 。 こ の 伝達 意思 は 、 必 ず し も 意 
識 的 な も の と は 限ら ず 、 無 意識 に 生起 し た 表情 な ど で 相 手 に 
伝え られ る 場合 も 考え られ る 。 こ の 点 、 神 経 の 中 に BE 
(決定 ) 野 」「 動 機 野 」 の よう な も の を 想定 する 必要 が 出 て 
で る の 


神経 回 路 コ ピー を 説明 し た 図 。 そ れ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


















































* 神 経 回 路 生成 の 多段 階 説 ( 種 を 中 核 と し た 発展 ) 


神経 回 路 の 生成 に お いて は 、 ま ず 初 等 の ご く 基 本 的 な (辞書 
の 定義 に 当たる こと 。) 回 路 が 生成 され 、 そ れ ら の 回 路 を 基 
盤 の 踏み 台 と し て 、 よ り 高 度 な 内 容 の 情報 に 対応 する 回 路 が 
生成 され る 。 婚 に 理解 し て いる = 対応 する 神経 回 路 が 出来 上 
が っ て いる 、 平 易 な 情報 ・ 記 号 の 組み 合わ せ に よっ て 、 よ り 
高度 な 神経 回 路 を 生成 し て いく こと に な る 。 


初等 ・ 基 礎 回 路 が 出来 上 が っ て いな いと 、 応 用 能力 に 関す る 
回 路 は 生成 不可 能 で ある 。 

算数 で 、 四 則 演 算 が で き な い と 、 統 計 学 が 分 か ら な いと いう 
場合 、 四 則 演 算 は 、 基 本 的 な 回 路 に よっ て 構成 され る 分 で あ 
り 、 統 計 学 は 、 そ の 基本 的 な 回 路 を 土台 に 、 応 用 的 に 構築 さ 
れる べき 回 路 の 分 で ある 、 と 考え られ る 。 

神経 回 路 の 生成 過程 に お いて は 、 ま ず 、seed。 ( 種 ) と な 
る 、 基 本 的 な 回 路 ( 種 回 路 ) が 生成 され 、 次 に 、 い くつ か の 
種 回 路 を 発端 と し て 、 そ れ ら 同士 が 互い に ドッ キン グ し て い 
く 形 で 、 よ り 高 度 な 回 路 へ と 成長 し て いく と 考え られ る 。 


* 神 経 回 路 結合 と 新規 性 


人 間 が 、 神 経 回 中 同士 の 結合 。 ( 可 馬 的 シナ プス) を 生成 す 
る こと が 、 "FHI CHS. “Mea, FRC eee 
る 神経 回 路 結 合 は 、 新 規 性 。 ( 今 まで 、 誰 か の 中 に 、 既 に 存 
在 し て いる か どう か ) 

1 ) 前 例 既に 誰か の 神経 系 の 中 に 存在 し 、 所 持 す る 他 者 か 
ら コ ミュ ニケ ーション に よっ て コピ ー す る こと が で きる 神経 
回 路 結合 

2) 発明 ・ 発 見 今 ま で 他 の 誰 の 神経 胡 の 中 に も 存在 し な 
か っ た 、 学 習 し た 当 人 が 初め て 生成 し た 、 神 経 回 路 結合 


の 2 タイ プ に 分 ける と が で きる 。 


の 発明 ・ 発 見 に お いて は 、 よ り 離 れ て いる 、 互 い に よ 
り 結 び つ か な そう な 回 路 間 を ドッ キン グ す る ほど 、 大 発明 ・ 
大 発見 と な る 。 
発明 ・ 発 見 に 対応 する 神経 回 路 結 合 は 、 他 者 に コピ ー さ れ た 
瞬間 か ら 、。 (1) の 前 例 と 化す る こと 。 


* 神 経 回 路 の 由来 と 社会 化 


人 間 の 後天 的 学習 行動 に 対応 する 神経 回 路 は 、 以 下 の 2 種類 
Me 

外部 社会 由来 生ま れ た 人 間 が 組み 込ま れる 外部 社会 
Bes ie aaa rem veers 神経 回 路 を 内 面 化 す 
る = 未だ 配線 が 生成 し て いな い 脳 の 中 に コピ ー す る 形 で 「 人 外 
在 的 」 に 形成 され る 場合 

2 ) 個人 内 部 由来 人 間 個 人 の 先 神経 家 シ ステ ム の 中 で 、 

試行 錯 誠 の 過程 で 偶然 に 新た な 神経 回 路 = 新規 の 独創 的 な 行 
ee こ 生 成 さ れる 場合 

) は 従来 、「 社 会 化 」 と いう 概 金 で 斉 わ れ て きた 。 


) の 内 在 的 に 生み 出さ れ た 新た な 神経 回 路 が 、 新 た に 周 
囲 の 人 間 の 脳 の 中 に 次 々 と コピ ー さ れ て いき 、 上 旧来 の 回 路 を 
貴 き 換え る こと に よっ て 、 昔 新 ・ 革 命 と いっ た 社会 変動 が 生 
み 出 され る と 考え られ る 。 


従来 の 社会 学 は 、。 ( 1 ) の 既に 社会 に 存在 する 外 在 的 な 行 
動 様式 の 個人 に お ける 内 面 化 に ば か り 気 を 取ら れ て いて 、 
(2) の 個人 の 脳 の 中 か ら 発 生 す る 新規 の 内 在 的 な 行動 様式 
= 神経 回 路 の 周囲 へ の 発信 が 社会 に 紀 え る 影響 に つい て 考察 
が 足り な い の で は な いか と 考え られ る 。 

社会 内 に 分 布 する 神経 回 路 は 世代 を 超え て 、 長 い 年 月 に わ 
た っ て 脳 か ら 脳 へ と コピ ー が 繰り 返さ れ て 来 た と 考え られ 
る 。 こ の 回 路 複 吾 の 歴史 を 遡る と 、 最 初 の 文化 = 後天 的 神経 
回 路 発生 は 、 明 ら か に 単独 個人 の 脳 の 中 で の 新規 シナ プス 結 
合 ・ 可 序 性 に 源 を 発する 。 そ れ が 周囲 の 人 間 に コ ミュ ニケ ー 
ショ ン に よっ て 試験 的 に コピ ー さ れ て は 、 有 効 性 が 試さ れ 、 
有効 で あれ ば さら に 広範 囲 の 他 者 の 脳 へ と コピ ー が 広まり 、 
さら に は 世代 間 で の コピ ー が 行わ れ て 、 現 在 へ と 受け 継が れ 
"COR. © Be る 。 

外部 社会 に 茎 に あっ て 人 間 を 外 在 的 に 拘束 する と され て きた 
文化 も 、 コ ピー 元 の ソー ス を た どれ ば 脳神経 胡 の 働き とい う 
個々 人 の 心理 に 由来 する も の な の で ある 。 新 し い 文 化 (独創 
的 な 行動 様式 ) は 、 常 に 個人 内 部 の 脳神経 の 中 で 生ま れ 
る 。 文化 の 起源 は 個人 の 脳神経 休 に お ける ニュ ー ロ ン 間 の 新 
規 結 合 に ある 。 そ の 点 、 文 化 は 、 個 人 の 心理 的 活動 に より も 
た ら さ れる も の で あり 、 最 初 か ら 社 会 に 外 在 す る こと は 不可 
能 で ある 。 

社会 が 個人 の 心理 的 活動 。 (脳神経 の 働き ) に 基づか ず に 
独自 に 文化 を 生成 する こと は 不可 能 で ある 。 個 人 間 を 神経 回 
路 が リレー に よっ て 受け 継が れ て いく た びに 、 神 経 回 路 を 受 
け 取 っ た 各個 人 の 脳神経 砂 の 中 で 、 新 た な 回 路 の 付 選 が 行わ 
れ 、 そ の 付与 部 分 が 、 他 の 個人 に コピ ー さ れる 、 と いう 形 で 
文化 は 発展 し て いく 。 文化 が 生み 出さ れる 。 (新た な 神経 回 
路 の 付け 足し が 行わ れる 。) の は あく まで も 個人 内 部 に お け 
る 独自 の 心理 的 過程 な の で ある 。 


ここ で 述べ た よう な 社会 の 捉え 方 か ら す る と 、 社 会 は あく ま 
で 、 個 人 内 部 で 生み 出さ れ た 環境 適応 に 有効 な 神経 回 路 を 、 
その 回 路 を まだ 持っ て いな い 複 数 の 他 の 人 間 の 神経 系 へ と 適 
切 に 流布 させ る た め の 手 段 に 過ぎ な いこ と 。 社 会 は 、 互 い に 
独立 し た 各個 人 の 神経 系 同士 を つなぐ 保 け 橋 ・ 接 続 コ ネ ク タ 
以上 の も の で は な い の で ある 。 個 人 の 神経 系 同士 の 連絡 手段 


と し て の 社会 自体 に は 、 新 た な 文化 を 生成 する 能力 は な い 。 
新た な 文化 を 生成 する の は 、 あ くま で 個々 人 の 神経 シ ステ 
ム な の で ある 。 


し た が っ て 、「 社 会 化 」 の 概念 は 、 よ り 正 確 に は 、 自 分 を 取 
り 囲 む 外部 の 複数 他 者 の 神経 共 シ ステ ム か ら 、 既 成 の 、 学 習 
に よっ て 可 敵 的 に 生成 され た 神経 回 路 が 、 コ ミュ ニケ ー シ ョ 
ン に よっ て 、 自 分 の 神経 シ ステ ム 内 に コピ ー さ れる こと 、 
と 考え る べき で ある 。 


個人 に と っ て 一 見 、 個 々 人 の 心理 を 超え た 形 で 外 在 し て いる 
よう に 見 える 「 文 化 」 は 、 実 は 、 当 の 個人 を 取り 囲む 周囲 の 
(社会 を 構成 する こと 。) AROAMHBRAL AF LOHRICD 
散 し た 形 で 、 特 定 パ ター ン の 行動 を 起こ す 神 経 回 路 と し て 

「 生 きた 状態 で 」 存 在 す る こと 。 そ うし て 分 散 し て 存在 す 

る 、 一 定 の 行動 様式 に 対応 する 神経 回 路 は 、 個 人 同士 互い の 
昌和 ュ ニ ケー ショ ン 。 (通信 回 線 ) の 確立 に よっ て 、 自 
由 に 複数 の 人 間 の 神経 長 間 を 渡り 歩く こと が で きる 。 


社会 化 が 起こ る の に 必要 な 2 つの 要件 は 、 1 。 ) 個々 の 行動 
表 式 に 対応 する 神経 回 路 の 複 吾 ・ 流 布 は 、 一 人 の 人 間 単 独 で 
行う こと は 不可 能 で あり 、 周 囲 の 他 者 に 当たる 複 数 の 人 間 = 
神経 条 シ ンス テム の 存在 が 必要 と いう 、 「 複 数 性 要件 」、 
) 二 人 以 上 の 個人 間 で の 神経 回 路 複 如 が 行わ れる の に 

二 人 の 間 で コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 (通信 ) の 確立 が 必要 で あ 
り 、 社 会 は 、 あ くま で その 際 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 ( 通 
信 ) 回 線 を 結ぶ ヴァ ー チ ャ ル な コネ クタ 群 と し て 捉え られ 
oe. ュ ニ ケー ショ ン 有 要件 」 で ある こと 。 


こう し た 要件 は 、 行 動 様式 に 当たる 神経 回 路 を 生き た 状態 で 
保持 し 続け 、 周 囲 の 他 者 に 必要 に 応じ て 流布 させ る の が 、 
個々 人 の 心理 的 な 過程 で ある 神経 条 シ ステ ム の 活動 で あり 、 
社会 の 中 で 保持 され て いる 文化 が 個々 人 の 心理 に 分 解 可能 
ある と いう 考え と 決し て 矛盾 し な い 。 個 々 人 の 心理 を 超え た 
MABA LC LTCRUY 「 社 会 化 」 を 捉え られ な いと いう 社会 
学 的 見 方 は 間違っ て いる 。 


CH ROPRARY AT LAD 


「 社 会 は 個々 人 の 心理 に は 選 元 で き な い 独自 の も の で ある 」 
と いう 言説 。 (社会 の 創発 性 主張 ) は 、 従 来 、 社 会 学者 の ア 
イデ ン テ ィ テ ィ を え る 根本 的 な 存在 理由 と し て 働い て き 

だ 。 


た し か に 、 社 会 の 持つ 神経 糸 問 を 結ぶ 接続 コネ クタ と し て の 
働き は 、 個 人 の 神経 砂 の み で は 成立 し 得 ず 、2 人 以上 の 個人 
同士 が コミ ュ ニ ケー ショ ン 関 係 を 構築 する 過程 で 初め て 成立 
する 。 そ うい う 意 味 で は 、 社 会 に 個人 の 心理 に 還元 で き な い 
点 が ある の は 事実 で ある 。 し か し 、 接 続 コ ネ ク タ を 通し て や 
ee = 人間 の 
行動 様式 の 集合 体 ) の 内 容 (例え ば 書籍 や 映画 ・ ア ニ メ ー 
Ca ee ee eee 
contents; ) (4, ##4SEER CL CHA DHRALD AT LILES 
る の で あり 、 そ うい う 点 で は 、 社 会 を 個人 の 心理 抜き に 捉え 
る こと も また 無理 が ある と 考え られ る 。 


つま り 、 コ ン テ ン ツ = 文化 内 容 は 、 全 て 、 個 人 の 神経 系 = 
「 心 」 の 中 に 分 散 し て 存在 する の で あり 、 社 会 は 、 個 々 人 の 
HSA = 「 心 」 の 間 を 結ぶ 、 個 人 間 の コン テン ツ 伝 達 ・ 流 通 
の 通路 と し て 捉え られ る 。 


従来 、 神 経 和 シ ステ ム の 働き が どう な っ て いる か は 、 ほ と ん 
ど 解 明 さ れ て お ら ず 、 ブ ラッ クボ ックス と 化し て いた 。 そ れ 
ゆえ 、 従 来 の 社会 学 は 、 神 経 シ ステ ム を 理論 構成 の 枠組 み 
か ら 外 し て 考え ざる を 得 ず 、 そ の 結果 、 個 人 の 心理 過程 を 無 
視 する 理論 が 出来 上 が っ た と 考え られ る 。 


e 現 象 学 的 社会 学 と ニュ ー ラ ルネ ットワーク 
現象 学 的 社会 学 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 主張 で ある 。 

・ 日 常 生活 に お いて 、 人 々 は 、 他 人 が 確か に 存在 し 、 自 分 と 
同じ よう な 意識 を も ち 、 人 こ 世界 を 見 て いる と 思っ て 


いる 。 そ の 結果 、 人 々 の 間 に は 共通 する 見 方 。 (相互 主観 
ne ee 


これ は 、 人 々 が 、 互 い に 、 他 者 が 自分 と 同様 、 共 通 の 機能 や 
形状 パタ ー ン を 備え た 神経 長 を 持っ て いる 、 と 考え て いる こ 
と に 該当 する 。 この 場合 、 相 互 主観 性 は 、 人 々 の 神経 胡 間 に 
存在 する 共 通 の 神経 回 路 部 位 、 2N タ ダー シン に 座 当 が る 。 


“TRS (reality) と は 客観 的 に 存在 する も の で は な く 、 個 人 
の 主観 と 結び つい て 成立 する と 考え る 。 「 現 実 」 を つく り だ 
す 知識 と 個人 と の 関係 は 、 次 の よう な 段階 を 踏む と され る 。 


1 ) 外 在 化 (externalization) 人 間 が 世界 に 働き か け 、 自 
己 を 実現 し て いく 過程 。 (新しい 知識 の 生産 ) 

2 ) 対象 化 (objectivattion) 人 間 活 動 の 所 産 が 当初 の 生産 
者 に と っ て 外 在 的 な も の に な り 、 客 観 的 な 現実 に な る 過程 。 
(知識 の 制度 化 ) 

) 内 在 化 (internalization) 制度 化 さ れ た 現実 が 個人 の 
意識 の な か に 取り いれ られ 、 そ の 個人 の 主観 的 な 現実 に な る 
過程 。 (制度 化 さ れ た 知識 の 内 面 化 ) 


これ は 、 神 経 の 働き に 芝 き 換え て みる な ら ば 、 次 の よう な 
過程 を 示し て いる と 言え る 。 


) 外 在 化 と は 、 あ る 人 が 持つ 神経 に お ける 、 そ の 当 人 

ee Se = eae ag erage 

いし パタ ー ン 。 (主観 的 内 容 ) &, HRAB AHO. He 
奈 外 の メデ ィ ア に 刻印 する こ 了 


) 対象 化 と は 、 神 経 外 の メデ ィ ア に 刻印 され た 神経 回 
路 の 内 容 、 形 状 が 、 客 観 的 な 現実 と し て 捉え られ る 。 


) 内 在 化 と は 、 外 部 刻印 され た 神経 回 路 の の 内 容 、 形 状 
が 、 神 経 の 感覚 閉 官 に よっ て 読み 取ら れ 、 読 み 取 っ た 当 人 
の 新た な 神経 回 路 。 (な いし 、 既 存 神経 回 路 の 補強 ) と し 
て 、 当 人 の 神経 償 内 に 成立 する こと 。 


OME FEAR 
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e 学 習 と 神経 回 路 の 可 其 性 


ニュ ー ロ ン 間 の 結合 は 、 学 習 の 観点 か ら 見 た 場合 、 以 下 の 2 
通り が ある 。 

(1) 固定 = 本 能 (遺伝 ) 

(2) B= 


ASHES. AAHARAIC BITS. Ma — OV PIDAPHBCARD 5 
6. KK EWC CALA BMD. (学習 に よっ て は 変 
わら な い 部 分 。 ) 

文化 は 、 脳 神経 に お ける 、 ニ ュー ロン 間 の 静 的 配線 の う 
ち 、 後 天 的 に 可 毅 し て で きた 部 分 。 (学習 に よっ て で きた 部 
By «x %) 

FR(t. Ca -OV ARATE SI eC cCBAS. 

個々 人 の 脳 は 、 こ うし た 神経 回 路 の た まり 場 =「 ニ ュー ロン 
プー ル 」 と し て 提 え る こと が 可能 で ある 。 社会 は 、 こ うし た 
個々 の アク ティ ブ な ニュ ー ロ ンプ ー ル の 集まり と それ ら の 間 
の 相互 作用 と し て 捉え る こと が で きる 。 


s ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク ・ ト ポロ ジー 


ある 人 の 神経 条 に お ける 、 ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク の 全体 的 
形状 、 幾 何 、 ト ポロ ジー (Neural Network Topology) = 多数 
の ニュ ー ロ ン 同 士 の 結合 の 連鎖 に よっ て も た ら さ れる 巨大 な 
Sty (Soa 2d) ネッ トド ワー ク の 形 似 パタ ーー ジン が (その 
人 の 外界 認識 の あり 方 や 、 神 経 の 機能 、 社 会 行動 を 含む 行 
動 パ ター ン を 決定 する 。 


人 間 の 行動 パタ ー ン を 決定 する 神経 回 路 の うち 、 予 め 遺 伝 的 
に 決ま っ て いる 部 分 が 生得 回 路 で あり 、 一 方 、 学 習 に よっ て 


決ま る 部 分 が 学習 回 路 で ある 。 


回 路 の 見 方 に お いて は 、 従 来 . あ る ニュ ー ロ ン の 発火 は 、 他 
の 全て の ニュ ー ロ ン の 発火 と の 相対 的 な 関係 に よっ て その 意 
味 が 決ま る と する 見 方 が ある 。 (マッ ハ の 原理 。) ある い 
は 、 各 ニュ ー ロ ン の 発火 が 外界 の ある 特定 の 刺激 。 ( 色 、 形 
状 ・・・) に 対応 し て いる と する 見 方 が ある 。 (反応 選択 
性 。) 


ON 構築 され た 巨大 
ニュ ー ラ ルネ ットワーク 組成 体 に お ける 、 各 ニュ ー ロ ン の 上 古 
め る 相対 的 な いし 絶対 的 位 賀 、 部 位 を 車 視 し 、 神 経 系 全体 = 
全 ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク 中 の その ニュ ー ロ ン の 占め る 位 
引 、 部 位 に よっ て 、 そ の ニュ ー ロ ン の 持つ 意味 や 、 そ の 
ニュ ー ロ ン が 外界 の どの よう な 刺激 に 特定 的 に 反応 する か が 
決ま る と する の が 、 ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク ・ ト ボロ ジー の 
考え 方 で ある 。 


e 文 化 内 容 = 神経 回 路 幾 何 学 パタ ー ン 


学習 に よっ て 後天 的 に 獲得 され た 行動 パイ ター ン と し て の 文化 
は 、 神 経 回 路 の 3 次 元 形状 = 幾何 学 パ ター ン と し て 表す こと 
が で きる と 考え られ る 。 

その 場合 、 お そら く 、 基 礎 的 な 神経 回 路 パ ター ン は 、 有 限 個 
で あり 、 あら ゆる 文化 は 、 それ ら の 基礎 神経 回 路 パ ター ン の 
組み 合わ せ に よっ て 表現 可能 な の で は な いか と 考え られ る 。 


それ は 、 例 えば 、 日 本 文化 が 、 有 限 個 の 日 本 語 単 語 の 組み 合 
わせ に よっ て 、 い くら で も 新た な 内 容 を 表現 可能 な の と 同様 
の 考え 方 で ある 。 


その 点 、 あ ら ゆ る 文化 の 基 衣 と な る 基礎 的 な 神経 回 路 の 幾何 
学 パ ター ン を 洗い 出す こと が 、 神 経 長 と 文化 と の 関連 の あり 
方 を 解明 する 上 で 、 き わ め て 重要 で ある 。 


新た な 文化 は 、 婚 存 の 神経 回 路 の 幾何 学 パ ター ン に 新た に 加 
わっ た 変形 、 変 異 、 な いし 今 ま で に な い 回 路 の 新規 追加 と し 
て 表 さ れる 。 


上 記 の 考え は 、 不 可 惑 な 神経 回 路 に 当たる 本 能 的 行動 パタ ー 
ン の 解明 に も 応用 可能 で ある 。 


上 記 の 考え の 背景 は 、 以 下 の よ うに まとめ られ る 。 


人 間 の 取る こと 。 (本 能 的 、 お よび 後天 的 ) 行動 パターン 
は 、 有 限 個 の 基本 的 な 行動 パタ ー ン の 組み 合わ せ に よっ て 表 
現 で き 、 あ ら ゆ る 行動 パイ ター ン は 、 個 々 の 基本 行動 パタ ー ン 
へ と 大 元 可 能 で ある 。 そ うし た 基本 行動 パタ ー ン に 対応 する 
基本 的 な 神経 回 路 幾 何 学 パ ター ン が 、 神 経 系 の 中 に 、 予 め 本 
能 と し て 、 あ る い は 後天 的 学習 に よっ て 文化 と し て 、 存 在 す 
る こと 。 神 経 胡 全体 は 、 そ うし た 基本 的 な 回 路 パ ター ン 同 士 
を 、 ブ ロッ ク の よう に 互い に 結合 させ 、 積 み 上 げ て いく こと 
で 成り 立っ て いる 。 


s 文 化 素子 = JEN FTA 


文化 を 、 従 来 の 社会 学 で の 定義 に の っ と っ て 、 「 社 会 集団 内 
に お ける 、 各 成員 の 後天 的 に 形成 され た 行動 の パタ ー ン ( 行 
動 様式 ) 」 と 捉え る な ら ば 、 「 文化 素子 (後天 的 な 学習 に よ 
る 行動 様式 決定 の 最小 単位 ) 」 に 当たる の は 、 ニ ュー ロン 同 
士 の 結合 の 正負 ・ 強 さ を 、 可 台 的 に 司る シナ プス で ある 、 と 
ARO CPCS Ss 


HAE PRIMI A, VI PAILCK SABHA AMAA 
が 、 文 化 で あり 、 そ の 上 を イン パル ス が 走る こと で 、 動 的 な 
後天 的 学習 行動 が 生ま れる 。 


* ミー ム 」 概念 と の 関連 


従来 の 生物 学 で は 、 遺 伝 子 が 、 環 境 に よる 海 汰 の 対象 と し て 
捉え られ る 。 こ の 場合 、 遺 伝 子 自身 が あたかも 利己 的 な 意思 
を 持っ て 、 自 ら の 複製 を で きる だ け 広 範囲 に 流布 させ 、 か つ 
永続 させ よう と する 人 性質 を 持っ て いる か の 如く 考え る こと が 
で きる 。 こ の 性 質 は 「 利 己 的 遺伝 子 」 と いう 言葉 で 表現 され 
Ca 


この 遺伝 子 が 持つ 性 質 が 、 人 間 の 文化 に も その まま 当て は ま 
る 、 と 考え る 説 が ある 。 す な わ ち 、 人 間 文 化 の 最小 単位 を 

「 ミ ー ム 」 と いう 吉 葉 で 捉え 、 こ の 「 ミ ー ム 」 が 、 自 ら を 、 
で きる だ け 多 数 の 人 間 の 中 に 複製 させ て 、 増 丈 し 、 生 き 延 び 
よう と する 性 質 を 持っ て いる 、 と 見 な す も の で ある 。 


上 記 の 「 ミ ー ム 」 に つい て の 説明 に 、「 文化 素子 = BS 
FURL で こい の の うろ ク え み 訪 を 、 当 て は めで 考え る と 、! ミ ーー ム ) 
の 実体 は 、 可 護 的 シナ プス な いし 、 そ れ を 含む 神経 回 路 で あ 
Bx と 考え みる こと が で きる 。 


eNO MEME 


ABI. SADHBANHBRICAML CHEFS. Btn 
も 外部 に 独立 し て 見 える 風景 、 建 物 、 書 籍 な ど は 、 実 際 は 全 
て 、 人 間 内 部 の 神経 和 活 動 。 (情報 処理 etc..) の 産物 で あ 

り 、 そ の 点 、 人 間 文 化 は 、 各 人 の 神経 系 内 部 に の みあ っ て 、 
外 在 し な い 、 と いう こと が で きる 。 同 一 の 内 容 (文章 、 音 楽 
等 ) も 、 神 経 の あり 方 が 互い に 異な る 個人 同士 が 見 聞き し 
た だ た とき に は 、 まったく 遅 っ た も の に 見 えろ る 。 (HZ SS 
と 。) 可能 性 を 人 否定 で き な い こと 。 


人 間 の 文化 は 、 脳 の 中 に の み 存 在 す る 。 一 見 人 間 の 体外 に 存 
在 す る よう に 見 える テレ ヒビ 画像 や 、 携 帯電 話 の ハー ドウ ェ ア 
な ど は 、 全 て 人 間 の 脳 の 視覚 や 触覚 の 働き に よっ て 初め て 提 
えら れる も の で ある 。 


e 文 化 の 流布 


人 間 の 文化 は 、 具 体 的 に は 、 行 動 様式 を 示す ニュ ー ラ ルネ ッ 
トワ ー ク の 形 を 取っ て 、 生 きた 複数 の 人 間 の 脳 の 中 を 、 次 々 
と 人 間 同 士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン に よっ て 、 渡 り 歩 いて いく 
形 で 流布 する 。 こ れ は 、 従 来 言 われ て きた 「 文 化 ウ ィ ル ス 」 
の 概念 に 相当 する 。 


言い 換え れ ば 、 文 化 は 、 人 間 行 動 の 一 定 の パタ ー ン に 対応 す 
る 神経 回 路 と し て 、 一 方 の 人 間 の 脳 か ら 他方 の 人 間 の 脳 へ 
と 、 コ ピー され て いく 。 現代 で は 、 こ うし た 神経 回 路 パ ター 
ン の 脳 か ら 脳 へ の コピ ー が 一 瞬 の うち に 、 主 に 通信 ・ 放 送 メ 
ディ ア を 媒介 と し て 、 数 干 万 ~ 数 億 の 人 間 の 間 で 効率 的 に 
われ る よう に な っ て いる 。 複 数 脳神経 シ ステ ム 間 を 横断 す 
ie he a 神経 回 路 と し て の 文化 は 、 各 人 の 脳 の 配線 
に 共通 性 を 生み 出し 、 人 間 同 士 の 共感 や 心理 的 連帯 の も と に 
な る 。 


行動 様式 、 文 化 に 相当 する 神経 回 路 の 内 容 が 、 体 外 の 金属 や 
プラ スチ ッ ク 、 電 気 な ど に 刻印 され て 市 場 に 流通 し 、 そ れ を 
受け 取っ た 他 の 人 間 の 脳 に お いて その 刻印 の 内 容 分 析 ・ 和 解釈 
= 調 EH に 対応 する 神経 回 路 の 新規 構築 が 行わ れ 、 新 規 の 神経 
回 路 と し て 、 受 け 取 っ た 人 間 の 脳 の 中 で 再生 され る 。 こ れ 
が 、 独 創 的 に 生み 出さ れ た 文化 が 、 複 数 の 人 間 の 脳 の 間 を 経 
て 広まっ て いく 過程 で ある 。 


回 路 共 通 性 、 コ ミュ ニテ ィ と 神経 系 
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* 同 類 意識 と 神経 回 路 の 共通 性 


同じ 考え の 持ち 主 は 、 互 い に 、 同 じ 神 経 回 路 を 共有 し て い 
る 、 な いし 、 自 ら が 内 蔵 す る 神経 回 路 の 構造 が 同じ で ある 
(な いし 近似 し て いる こと 。) と 考え られ る こと 。 


oo AR 
、 両 者 の ニュ ー ロ ン 配 線 に 、 共 通 な 部 分 が ある と 考え ら 
ey 


同一 の 考え を 持っ て いる 者 同士 は 、 共 通 の 神経 回 路 (神経 系 
の 配線 ) を 持っ て いる 。 


e 神 経 回 路 の 相違 


複数 の 人 間 の 間 の 神経 系 を 見 比べ た 場合 、 ニ ュー ロン 配線 = 
ニュ ー ロ ン 同 士 の 結合 の あり 方 が 、 以 下 の 2 通 り に 分 か れる 
ae at 

(1) 同一 = 共通 

2) aie = EF 


複数 の 人 間 が 、 そ の 神経 共に お いて 、 互 い に 異な る ニュ ー ロ 
Ce eee ee 

) 相互 補完 関係 ミ シ ス テム 関係 に ある こと 。 相 互 に 分 業 
na に ある こと 。 各 人 の ニュ ー ロ ン 配 線 を 足し 合わ せる と 、 
互い に 異な る 部 分 同士 の 協力 関係 か ら な る 、 全 体 社会 シス テ 
TCT Oe es 

) 相互 に 異質 で あり 、 分 か り 合う こと 。 (理解 し 合う こ 
と 。) こと が で き な い 、 疎 外 関係 に ある 。 


他 者 と の 間 で 、 

(1) ニュ ー ロ ン 配 線 が 共通 な 場合 、 互 い に 了解 ・ 共 感 で 
き 、 同 じ 生 活 世 界 に 住ん で いる 。 互い に 一 体感 が あり 、 温 も 
NE 

(2) 一 方 、 配 線 が 干 共通 な 場合 、 互 い に 異質 な 世界 に 生き 
NN に が る の 


* 休 値 観 の 相違 と ニュ ー ロ ン 配 線 


複数 の 人 間 の 間 の 神経 に お いて 、 互 い に 対応 する 部 分 が 、 
同じ ニュ ー ロ ン 配 線 と な か っ て いて も 、 ニ ュー ロン 間 の 結合 の 
0 の NE 正反対 の 論理 を 示す こと が ある 。 
(1 ) (促進 ) 

(2) Be (抑制 ) 

ee は 、 促 進 ・ 抑 制 の 2 通り の シナ プス に 対応 する 。 


これ は 、 感 情 面 に お ける 、 以 下 の 内 容 と 関連 が ある 。 
) 快感 


(2) 不快 感 


ニュ ー ロ ン 間 結合 が 育 定 の 場合 は 、 そ の 結合 に つい て 、 快 く 
思っ て いる こと を 指し 、 償 定 の 場合 は 、 不 快 に 思っ て いる こ 
と を 指す 。 


上 記 の ニュ ー ロ ン 間 結合 の 青 定 ・ 否 定 は 、 価 値 観 に お ける 、 
sr i 
) 有価 値 
2 無 価値 


ニュ ー ロ ン 間 結合 が 育 定 の 場合 は 、 価 値 あ り と みな し 、 人 否定 
の 場合 は 、 価 値 な し と 見 な す 。 


複数 人 間 で の 、 価 値 観 の 相違 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 
(1) 共通 する 回 路 が な い 。 こ れ は 、 共 通 の 話題 が な いこ と 
を 意味 する 。 互い に 無関心 で や る こと 。 


) 回 路 の 付き 方 は 共通 し て いる が 、 ・ 否定 の 関係 = 
二条 の 不快 感 が 、 反 対 ( ee 関心 は 共有 し 
て いる が 、 意見 が ぶつ か り 合 う 、 正 反対 で ある 。 持 っ て いる 
価値 観 が 、 互 い に 対立 関係 に ある こと を 示す 。 長 期 記憶 回 路 
の 結線 の あり 方 は 共通 だ が 、 感 情 に よ る 価値 付 后 の あり 方 = 
シナ プス へ の 促進 ・ 抑 制 の 付け 方 が 違う 。 


コン フリ クト (紛争 ) は 、 各 人 の 神経 回 路 の 中 に 、 促 進 ・ 抑 
制 の 関係 が 正反対 に な っ て いる 部 分 が 存在 し 、 そ の 正反対 の 
部 分 同士 が 同時 に 活性 化す る こと に より 起こ る 。 


e 対 人 湿度 (ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ ) と 神経 回 路 


互い に 共通 の 神経 回 路 を 持つ 者 同士 は 、「 あ あ 、 自 分 は 、 相 
手 と 同じ な ん だ 」 と 、 互 い に 一 体感 を 感じ 、 心理 的 に 惹き 付 
け 合 っ て 、 一 緒 に な りや すい 。 社 会 運動 と か で 、 同 一 の ス 

ロー IE ー 緒 に 集団 に な っ て 、 ー 体 化し 
て 行動 する の は 、 彼 ら が 、 共 通 の 神経 回 路 を 持っ て お り 、 そ 


れ ゆ え に 互 い に 同 質 性 を 感じ て 一 体 化 し て いる こと の 現れ で 
ある 。 


その 点 、 人 々 が 内 包 す る 神経 回 路 の 共通 性 は 、 人 々 に 、 互 い 
に くっ つき 、 連 帯 し 、 一 体 化す る 、 対 人 関係 上 の ウェ ッ ト さ 
を も た ら す と 言え る 。 

一 方 、 持 っ て いる 神経 回 路 が 、 他 者 と 違う こと を 感じ る 場合 
は 、 自 分 は 他 者 と 離れ た 別々 の 存在 で ある と 感じ る 。 

その 点 、 人 々 が 内 包 す る 神経 回 路 の 相違 は 、 人 々 に 互い に バ 
ラバ ラ に 離散 する 、 対 人 関係 上 の ドラ イ さ を も た ら す と 言え 
る 。 


* コ ミュ ニテ ィ 形 成 と 神経 回 路 

共通 の 神経 回 路 を 持ち 、 ウ ェ ッ ト な 同類 意識 を 持つ 者 同士 

が 、 相 互 に 分 か り 合い 、 理解 し 合え る 仲間 同士 が まとまっ て 
で きる コミ ュ ニ ティ を 形成 する と 考え られ る 。 

s 社 会 統合 と 神経 回 路 

同一 社会 、 同 一 国家 に 属す る 者 は 、 共 通 の 記憶 、 共 通 の 神経 
回 路 を 持っ て いる と 考え られ る 。 各 自 の 持っ て いる 神経 回 路 
の 共通 性 、 同 一 性 が 、 そ れ を も と に し た 社会 の 統合 を 可能 に 
する と 考え られ る 。 


ある い は 、 共 通 の 神経 回 路 を 互い に 持っ て いる こと が 、 そ の 
社会 の 成員 で ある 証 と な る と 考え られ る 。 
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s 機 能 、 職 業 と 神経 回 路 


同一 機能 を 果たし て いる 人 、 同 一 職業 に 基 い て いる 人 は 、 互 
い に 、 同 じ 作り の ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク を 共有 し て い 
る 。 あ る い は 、 彼 ら は 、 自 ら が 内 蔵 す る ニュ ー ラ ル ・ ネ ッ ト 
ワー ク 構 造 が 同じ で ある か 、 近 似 し て いる 。 


人 々 が 生存 し て いく 上 で 還 要 な 機能 を 担当 する 神経 回 路 の 持 
ち 主 は 、 よ り 社 会 的 に 還 ん じ ら れ 、 地 位 が 高い と 吉 え る 。 


s 社 会 的 分 業 と 神経 回 路 


分 業 に つい て いる 人 同士 は 、 互 い に 異な る 神経 回 路 を 持っ て 
いる 。 し か し 、 互 い に 異な る 神経 回 路 を 持っ て いる か ら と 
いっ て 、 彼 ら 同 士 が 、 互 い に 無 関係 な 訳 で は な い 。 


分 業 に つい て いる 各 人 の 神経 回 路 は 、 互 い に 、 他 の 人 が 持ち 
合わ せ て いな い 、 人 間 の 環境 適応 上 の 行動 様式 に 対応 し て い 
る 。 そ の 点 、 各 人 の 神経 回 路 は 、 互 い に 他 の 人 が 持ち 合わ せ 
て いな い 回 路 を 提供 し 合う こと を 考慮 に 入れ て お り 、 そ の 
点 、 相 補 的 で あり 、 互 い に 関 連 し て いる 。 


各 分 業 に つい て いる 人 々 の 神経 回 路 を 足し 合わ せる こと で 、 
人 間 の 環境 適応 に 必要 な 全て の (行動 面 で の ) 機能 が 抽 い 、 
ひと まとまり の 巨大 で オー ル マ イ ティ な 神経 率 が 出来 上 が 
る 。 こ れ が 、 全 体 社会 で ある 。 


es ニ ュー ロン 配線 の 疎 密 と 専門 性 


ニュ ー ロ ン 配 線 は 、 以 下 の 2 通り が ある 。 

(1) 高密 度 ( 密 ) 

( 2) 低 密度 ( 粗 ) 

これ は 、 ニ ュー ロン 配線 の 持ち 主 の 、 特 定 分 野 へ の 専門 化 の 
程度 を 示し て いる 。 


密 で ある 場合 は 、 ニ ュー ロン 配線 の 持ち 主 は 、 配 線 が 対応 す 


る 分 野 に つい て 、 詳 しく 知 っ て いる 。 細 か いと ころ まで 、 自 
分 の も の に し て いる こと 。 き め 細 か な 対応 が で きる 。 そ の 分 
野 の 専門 家 で ある こと 。 


粗 で ある 場合 、 ニ ュー ロン 配線 の 持ち 主 は 、 配 線 が 対応 する 
分 野 に つい て 、 大 雑 把 な こと し か 知ら ず 、 大 ま か な 対 応 し か 
で きず 、 素 人 で ある 。 


人 に よる ニュ ー ロ ン 配 線 の 粗 密 に 関す る 相違 が 起き る の は 、 
人 々 の 間 で 分 業 が 起き て いる こと を 示す 。 各 人 の 持つ ニュ ー 
ロン の 数 に は 限界 が あり 、 一 人 で 全て の 分 野 に 精通 する =F 
て の 分 野 で ニュ ー ロ ン 配 線 を 密 に する こと は で き な い 。 従っ 
て 、 人 毎 に 、 ニ ュー ロン 配線 密度 の 高い 分 野 を 異な ら せ 、 自 
分 の ニュ ー ロ ン 配 線 の 密度 の 低い 分 野 に つい て 、 ニ ュー ロン 
配線 密度 の 高い 他 者 に 助け て も ら う よう に する 必要 が ある 。 


まだ 成長 過程 に あり 、 基 礎 的 な 学習 に 真っ 最 中 の 子ども の 場 
合 、 ニ ュー ロン 配線 は 基幹 的 な も の の み で あり 、 比 較 的 粗い 
と 考え られ る 。 学習 が 進む に 従っ て 、 基 幹 的 な か ニュー ロン 配 
線 か ら 枝 分 か れ す る 形 で 、 よ り 、 専 門 的 能力 に 見 合っ た 詳細 
な 配線 が 形成 され る と 考え られ る 。 

また 、 社 会 的 地位 が 低い 人 は 、 往 々 に し て 、 充 実 し た 社会 生 
活 を 送る の に 必要 な 行動 様式 = 神経 回 路 の 獲得 が で き て お ら 
ず 、 そ の 点 、 能 力 に 欠け る 。 あ る い は 、 所 持 し て いる 神経 回 
路 が 、 例 えい くら 詳細 、 専 門 的 で あっ て も 、 他 の 人 々 の 役 に 
余り 立た な い 無 益 な 、 あ っ て も 意味 の な いも の に な っ て い 
る 。 ( 例 。 大 学院 博士 の ワー キン グ プ ア 。) 


へ コミ ュ ニ ケー ショ ン と 神経 系 


1987-2006 初出 


e* コ ミュ ニケ ーション と 神経 回 路 の コピ ー 


コミ ュ ニ ケー ショ ン は 、 一 般 に は 、 一 方 の 人 間 か ら 他 方 の 人 
間 へ の 情報 や メッ セー ジ の 伝達 と され る 。 こ れ を 、 ニ ュー ラ 
ル ・ ネ ットワーク の 視点 か ら 見 た 場合 、 コミュ ニケ ーション 
は 、 一 方 の 人 間 か ら 他 方 の 人 間 へ の 神経 回 路 の コピ ー、 な い 
し 神経 回 路 の 双方 向 の や り と り と 考え る こと が で き る 。 情報 
伝達 を し た 者 (送信 者 ) と 、 さ れ た 者 同士 (受信 者 ) は 、 互 
い に 同 一 の ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク を 共有 する と 考え られ 
る 。2 人 以上 の 間 で の 、 神 経 回 路 の や り と り が 、 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン 行 動 の 実態 で ある 、 と 考え られ る 。 


e メ ディ イア と 神経 回 路 内 容 の 外部 「 刻 印 」 


神経 回 路 は 、 生 体内 で の み 有 効 で ある 。 あ る 人 間 が 持つ 神経 
回 路 を 、 別 の 人 間 に コ ピー する に は 、 い っ た ん 神経 回 路 の 示 
す 内 容 が 、 生 体 の 外 に 出る 必要 が ある 。 一 方 の 人 間 と 、 他 方 
の 人 間 と の 神経 回 路 の や り と り を する た め に 用 いら れる の 
が 、 メ ディ ア で ある 。 メ ディ ア は 、 物 質 的 な も の で あり 、2 
者 間 で の 神経 回 路 コ ピー を 媒介 する も の で ある 。 一 方 の 人 間 
は 、 神 経 回 路 の 内 容 。 (コン テン ツ ) を 、 他 方 の 人 間 が 、 正 
し く コ ピー 可能 な よう に 、 生 体外 部 の 物質 に 「 刻 印 」 す る 。 
他方 の 人 間 は 、 一 方 の 人 間 が メデ ィ ア に 「 刻 印 」 さ れ た 内 容 
を も と に 、 自 分 の 頭 の 中 で 、 刻 印 内 容 に 対応 する 神経 回 路 を 
新た に 生成 する 。 彼 は 、 既 に 学習 済 の 場合 は 、 該当 する 神経 
回 路 を 再 活性 化す る 。 


情報 の 概念 


情報 は 、 生 体外 部 の 物質 に 「 刻 印 」 さ れ た 、 生 体 の 五感 に 
よっ て 感知 可能 な 、 何 ら か の パタ ー ン で ある 。 例 えば 、 リ ン 
ゴ の 果実 は 、 人 間 の 視覚 に は 赤色 、 吊 覚 に は 、 食 欲 を そそ る 
匂い な ど を も た ら す 。 そ れ は 多く の 場合 、 生 体 の 生死 に 関わ 
る 内 容 を 持っ て いる 。 生 体 は 、 存 在 する 情報 に 対応 する 神経 
回 路 を 、 そ の 都度 生成 ・ 再 活性 化す る 。 


「 調 EH」 さ れ た 情報 が 有効 に 機能 ナ する こと 。 (送り 手 か ら 受 
け 手 に 伝わる こと 。) その た め に は 、 情 報 を 外部 物質 に 「 刻 


EI」 す る 側 と 、「 刻 印 」 さ れ た 情報 内 容 を 受け 取る 側 と で 、 

共通 の 神経 回 路 を 持っ て いる 必要 が ある 。 例え ば 、「 り ん ご 
は お いし い 」 と いう 情報 を 、 一 方 か ら 他 方 へ と 伝え よう と す 
る 場合 、 送 り 手 も 受け 手 も 、 日 本 語 の ひら が な 文字 列 「 り ん 
ご 」「 お いし い 」 に つい て の 共通 の 知識 ・ 了 解 = 共 通 の 神経 
回 路 を 持っ て いな い (例え ば 日 本 語 を 知ら な い 外 国人 の 場 

合 ) と 、 正しく 意味 が 伝わら な い 、 す な わ ち 、「 り ん ご 」 と 
「 お いし い 」 と の 間 を 結び つけ る 神経 回 路 の 正しい コピ ー が 
起き な い 、 と 考え られ る 。 


理解 は 、 他 者 が 、 生 体外 部 の 物質 。 ( 紙 の ノー ト な ど ) に 刻 
EI し た 内 容 に 対応 する 神経 回 路 を 、 自 分 の 頭 の 中 に 新規 に 正 
し く 生 成 ・ 構 築 で きた こと を 示す こと 。 言 い 換 えれ ば 、 理 解 
と は 、 一 方 の 個体 か ら 、 他 方 の 個体 へ と 、 ニ ュー ロン 配線 の 
特定 パタ ー ン の 正確 な コピ ー が 起こ る こと 、 と 言え る 。 RO 
た だ ヨコ EE 一 の 場合 は 、 誠人 と いう こと に が な る 、 


e マ ス ・ コ ミュ ニケ ーション と の 関連 
テレ ビ な どの マス ・ コ ミュ ニケ ーション は 、 送 り 手 自身 の 
ニュ ー ラ ルネ ットワーク 内 に 内 蔵 する 神経 回 路 を 、 多 数 の 


人 々 の ニュ ー ラ ルネ ットワーク に 対し て 、 一 斉 に 伝染 ・ 伝 播 
させ る 。 


社会 運動 と 神経 系 


1987-2006 初出 


e 社 会 運動 


社会 運動 は 、 周 囲 の 他 者 の ニュ ー ラ ル ・ ネ ットワーク 構成 

を 、 自 分 が 望ま し いと 思う も の に 変え て 行こ うと 試み る 行動 
を 、1 人 < 複数 の 人 間 が 行う こと で ある 。 自 分 の 神経 償 の 中 

に あっ て 、 そ の 存在 を 育 定 すべ き と 考 えら れる ニュ ー ロ ン の 


部 分 回 路 を 、 周 囲 の で きる だ け 多 く の 他 者 の ニュ ー ラ ルネ ッ 
トワ ー ク の 中 に 広め る 、 伝 染 さ せよ うと する 行動 と 斉 え る こ 
ae 


* 同 調 行動 


同調 は 、 各 人 が 、 自 分 の ニュ ー ラ ルネ ットワーク 構成 を 、 他 
者 の それ に 合わ せ て 、 同 じ 構 成 に 変化 させ る こと を 指す 。 


や 環境 と 神経 系 


1987-2006 初出 
e 神 経 回 路 と 環境 適応 
神経 回 路 は 、 以 下 の の 2 通り に 分 か れる 。 


( 1 ) 環境 適応 を 行う の に 必要 な こと 。 
) 機能 消費 に 関わ る こと 。 


この 場合 、 機 能 と は 、 人 間 が 環境 に 適応 し て 生き 延び て いく 
た め に 必要 な 働き の 総 秋 で ある 。 人 間 が 環境 適応 する の に 必 
要 な 機能 生成 に 関わ る 回 路 と 、 他 者 が 作っ た 機能 を た だ 消費 
する だ け の た め に ある 回 路 と に 分 か れる 。 コ ミッ ク を 描く の 
に 必要 な 能力 に 対応 する 回 路 は 、 コ ミッ ク を 読ん で 楽し む の 
に 必要 な 回 路 と は 別 で ある 。 前 者 の 場合 は 、 描 画 の 機能 な い 
し 能力 を 持っ て いる こと か 必要 で ある 。 


神経 回 路 は 、 人 間 と 環境 と の 関わ り に お いて は 、 以 下 の 2 通 
り が 考え られ る 。 

( 1 ) 環境 適応 に と っ て 有効 な 行動 を 生み 出す こと 。 

( 2 ) 環境 適応 に と っ て 無効 な 行動 を 生み 出す こと 。 


心 ミク ロ 視 点 に よる マク ロ 全 体 社会 の 把握 


2006 初出 


ミク ロ な 視点 で の 社会 の 捉え 方 を 、 そ の まま マク ロ な 社会 把 
握 に 当て は め る こと が 可能 で ある 。 


互い に コミ ュ ニ ケー ショ ン で つなが っ た 各 人 の 神経 系 同士 
ey ペグ 包 民 つ が ぎ 、 連 人 角 さ せ て 行 《 こ と で で きる 、 EAS 
神経 長 の 網目 状 の つなが り が 、 全 体 社会 で ある と 捉え る こと 
が で きる 。 

この 場合 の 全体 社会 は 、 各 人 の 神経 系 を 何 も 考 え ず に その ま 
ま 互 い に つ な ぎ 合 わせ て 、 ネ ットワーク 状 に し た も の と 言え 
る 。 

この 視点 か ら は 、 ミ クロ な 社会 の 捉え 方 と 、 マ クロ な 社会 の 
提 え 方 が 互い に 別物 で は な く 、 連 続 し た も の で ある と 考え る 
Sty Ce on 


Ot att 


思考 ・ 知 識 ・ 意 思 ・ 竜 識 と 神経 系 


1987-2018 初出 
e 過 考 野 と 知識 野 


従来 の 神経 心理 学 に お いて は 、 神 経 共 の 働き は 、 外 部 か ら の 
刺激 を 入力 と し て 受け と る 感覚 野 、 外 部 に 対し て 能動 的 な 出 
力 を 行う 運動 野 が あり 、 そ の 2 つの 間 を 連合 させ る も の と し 
て 連合 野 と いう の が 考え られ て きた 。 


し か し 、 こ の 連合 野 と いう 考え 方 は 、 単 に 感覚 ・ 運 動 の 両 野 
を 結び つけ る も の に 過ぎ な い 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(1) 「 知 識 野 」 感 覚 野 か ら 抽出 され た 外界 に 関す る 経験 ・ 
知識 、 お よび 正確 で 効率 の よい 運動 様式 に 関す る 経験 ・ 知 識 
を 著 積 する ネッ トワ ー ク 型 デ ー タ ベー ス と し て の 部 分 

(2) 「 思 考 野 」 ネ ットワーク 型 デ ー タ ベー ス と し て の 知識 
野 の 検索 ・ 内 容 照 合 ・ 評 価 を 行う と 共に 、 知 識 野 の 中 に 見 つ 
か ら な い 事 柄 に つい て 、 今 まで に な い 、 離 れ た ニュ ー ロ ン 同 
士 の 結合 を 試行 する 部 分 


覚 野 か ら 入 っ て きた 信号 は 、 運 動 野 に すぐ に 出 ず に 、 し ば 
ee oe と が 考え られ 、 そ の グル グ 
ル 回 っ て いる 間 に 働 く の が 「 思 考 野 」 お よび 「 知 識 野 」 で あ 
る と 考え られ る 。 


「 思考 野 」 に お いて は 、 従 来 の 知識 野 に 問題 解決 の た め の 有 
効 な 結合 が 見 つか ら な か っ た 場合 、 今 まで に 結合 が な され て 
いな い 新た な ニュ ー ロ ン 間 に 試し に 結合 を 作り 、 実 際 に その 
結合 を 有効 に し た ら ど の よう な 成果 が 上 が る か を 予想 ・ シ 

ミュ レー ト し 、 そ の 結果 、 の と 出 た ら 、 結合 を 中 止 し 、 別 
の 結合 を 試み る 。 一 方 、 シ ミュ レー ト の 結果 が OK と 出 た 

ら 、 結 合 を 仮 確定 する 。 運動 野 の 働き を 通じ て 、 新 規 ニ ュー 
ロン 間 結 合 に 相当 する 出力 を 外部 に 実際 に 出し て 、 そ こ か ら 
他 者 の 反応 な どの フィ ー ド バッ ク を 感覚 野 を 通じ て 得る こ 

と Cs アイ ー ド パパ ッ ク 評 価 結果 が OK だ っ た ら 、 新 規 ニ ュー ロ 
ン 間 結合 を 、 新 た に 得 ら れ た 有効 な 知識 の 一 部 分 と し て 、 従 
来 の 知識 野 【 See 


s 意 思 決 定 野 (動機 野 ) 


実際 に は 、 こ の 他 、 自 分 の 進行 方 向 を 自主 的 に 決定 し 、 能 動 
的 な 行動 を 起こ す 「 意 思 決 定 野 」 な いし 「 動 機 野 」 の よう な 
£ DMA BE AUECH SLEDS. これ は 、 思 考 や 知識 
集積 へ の 動機 付け に 当たる 部 分 で ある 。 生物 と し て の 人 間 

は 、 生 命 MMH8 の た め の 和 を 邊 に す 。 (寒く な れ ば 
KAR CEL) が 、 そ うし た 自主 性 の 源 に な る 部 分 が 、 神 経 


奈 の 中 に 存在 する こと を 、 何 か し ら の 形 で 想定 する 必要 が 出 
て くる 。 こ れ が 、「 意 思 GRE) 」「 動 機 」 を 担当 する 
「 野 」 に 当たる の で は な いか と 、 筆 者 は 考え て いる 。 

e 意 識 と 無意識 

意識 が ある 状態 は 、 神 経 回 路 網 が 、 自 分 を 取り 巻く 外界 の 様 
子 を 感覚 、 知覚 に よっ て 受け 取り 、 そ れ に 対し て 生存 上 有効 
と 考え る 反応 を 起こ す 作 業 を 明示 的 に コン トロ ー ル し て 行っ 
て いる 状態 で ある 。 意識 行動 は 、 コ ント ロー ル の スポ ッ ト が 
当たっ て いる 行動 で ある 。 

意識 が 無い 状態 は 、 神 経 回 路 網 が 外界 か ら の 働き か け を 受け 
取ら ず 、 ま た 、 外 界 に 対し て 挙動 と か の 働き か け 出 力 を 行わ 
な い 状 態 で ある 。 こ の うち 、 夢 を 見 て いる 状態 は 、 各 ニュ ー 
ロン の 発火 連鎖 が 、 神 経 回 路 網 内 部 で ぐる ぐる 回 っ て 完結 し 
て いる 状態 で ある 。 脳 梗塞 、 脳 死 は 、 脳 内 の ニュ ー ロ ン が 死 
亡 し て いる た め 、 反 応 し な い 状 態 で ある 。 

無意識 の 行動 は 、 意識 が ある 状態 で 、 神 経 回 路 網 が 、 そ の 外 
部 反応 出力 の うち 、 コ ント ロー ル で きず に 、 あ る い は コン ト 
ロー ル の スポ ッ ト ラ イト の 範囲 外 で 知ら ず 知 ら ず の うち に 出 
し て し まう 反応 出力 で ある 。 

s 行 動 コ ント ロー ル 主 体 の 存在 

神経 回 路 網 は 、 自 分 の 取る 行動 の コン トロ ー ル を 行う コン ト 
ロー ル 主 体 、 リ ー ダ ー と 、 そ の コン トロ ー ル に 従っ て 具体 的 
な 行動 を 起こ す フ ォ ロ ワー、 そ の どちら で も な く 独 自 の 行 
動 。 (回 路 網 発火 ) を 独立 し て 行う 独立 者 の 3 通り の 部 局 に 
分 か れる こと 。 無 意識 の 行動 を 起こ す 要 因 と な る の は 独立 者 
か 、 リ ー ダ ー の 意思 を 反映 せ ず に 自分 で 自動 的 に 動く フォ ロ 
2 デー で め る 。 

e 思 考 の 集中 と 不 注意 、 ヒ ュー マン エラ ー 

神経 回 路 網 の うち 、 リ ー ダ ー の 部 局 は 、 ま ず 外 界 か ら の 感 
覚 、 知 覚 を 受け 取っ て 、 次 に それ に 対す る 反応 内 容 を 決め 
て 、 最 後に 反応 を 実行 する が 、 感 覚 、 知 覚 時 に 注意 が 集中 せ 
ず に 、 他 の と ころ を 向い て し まっ た り 、 感 覚 、 知 覚 か ら の 受 
け 取 り 内 容 が ピン ト が ぼや けた り 、 粗 雑 に な っ た りす る こと 
が ある 。 こ れ は カメ ラ に よる 撮影 と 同様 で ある 。 ま た 、 反 応 
を 決め る 時 に も 、 本 来 の 目的 、 意 図 か ら 外 れ た 他 の こと を 思 
わ ず 考 えた りす る 。 あ る い は 、 最 後に 反応 行動 を 起こ す 際 
に 、 う っ か り 気 が 散っ て 思わ ず 反 応 し きれ な く な る 、 課 動作 


する こと が ある 。 

要する に 、 神 経 回 路 網 の リー ダー 部 局 は 、 上 手 に 外界 反応 、 

環境 適応 し て いく うえ で 、。 ( 1 ) 感覚 、 知 覚 受け 取り の 

フェ ー ズ と 、 (2) 反応 決定 の フェ ー ズ と (3) 反応 実行 の 
フェ ー ズ それ ぞ れ に つい て 必要 な 能力 を 持つ と と も に 、 集 中 
力 を 投入 、 保 持 す る 必要 が ある 。 集 中 力 の 原資 は 限ら れ て お 
り 、。 (1) ある 一 極 、 タ ー ゲ ッ ト に 集中 する 、 ピ ント を 合 
わせ る 、 ス ポッ トラ イト を 当て る 度合 い 、 (2) ある 一 瞬 に 
集中 する 、 集 中 の 解像度 を 高め る 度合 い 、 ( 3 ) 集中 その も 
の を 怒 続 する 度合 い 、 そ れ ぞ れ を 高め る 必要 が ある が 、 そ れ 
ぞ れ 限度 が ある 。 こ れ は ビデ オカ メラ に よる 動画 撮影 と 同様 
で ある 。 以 上 の それ ぞ れ に お いて 集中 が で き な い と 不 注意 状 
態 に な り 、 ひ いて は 望ん だ 行動 に 失敗 する 。 こ れ が ヒュ ー マ 
ン エ ラー の 原 因 と な る 。 

複数 の 神経 回 路 網 間 の 行動 の や り と り で は 、 各 神経 回 路 網 が 
も と も と 持つ 能力 と と も に 、 各 神経 回 路 網 が この 思考 の 集中 
を どの 程度 律する か が 、 団 体 で うま く 行 動 を する 上 で の 鍵 と 
が あと 言え る 。 


記憶 、 感 情 と 神経 系 


1987-2018 初出 


記憶 と の 関連 
ei 記憶 の 長 さ 


ニュ ー ロ ン 同 士 の 結び つき に は 、 以 下 の 2 通り が ある 。 
(1 ) 長期 

(2) 短期 

結び つき が 長期 に わた っ て 持続 する 場合 は 、 長 期 記 憶 に 対応 
する 。 結び つき が 短期 で 消え て し まう 場合 は 、 作 業 記憶 = 短 
期 記憶 に 対応 する 。 


s 客 観 と 主観 


(1) 正 斉 客観 的 に 見 て 、 正 し い 、 間 違っ て いる こと 。 
(2) 有益 、 無 益 客観 的 に 見 て 、 自 分 の 生存 に 役に立つ こ 
CL (アラ ラス で ある こと た DOW. Vice ee 
(=. AS) 

(3) 快 ・ 不 快 主観 的 に 見 て 、 好 き で ある 、 嫌 いで ある こ 


ae 

神経 回 路 は 、 上 記 に つい て 、 感 覚 知覚 結果 を 分 析 し た 結果 を 
保持 する 各 神 経 回 路 、 ニ ュー ロン と 個別 に リン ク を 張る か 、 
ある い は 各 神 経 回 路 、 ニ ュー ロン を 化学 的 に 変化 させ る こと 
で 、 各 神経 回 路 、 ニ ュー ロン の 内 容 が 正しい か どう か 、 役 立 
つか どう か 、 好 きか どう か 瞬時 に 装 定 し て その 結果 を 保持 す 
As 
これ に つい て は 、 次 の 2 通り が 考え られ る 。 

(1) 正 謀 半 断 の 中 枢 、 有 益 、 無 益 羊 断 の 中 枢 、 好 き 嫌 い草 
断 の 中 枢 を 担う 神経 回 路 が それ ぞ れ 存在 する 。 

(2) 正 謀 半 断 、 有 益 、 無 益 の 装 断 、 好 き 嫌 い 半 断 に つい 

て 、 個 別 の 神経 回 路 、 ニ ュー ロン が バラ バラ に フラ グ を 持っ 
て いる 。 


eache & 感情 


記憶 (長期 ) と 、 感 情 ( 快 ・ 不 快感 ) と の 関係 は 、 以 下 の 2 通 
り が 成り 立つ 。 

( 1 ) 不快 な 状態 で 、 あ る こと を 思い 出す こと 。 

(2) ある こと を 思い 出す と 不快 に な る こと 。 

この こと か ら 、 互 い に 、 そ れ ぞ れ を 受け 持つ 神経 回 路 同士 
が 、 双 方 向 で 結ば れ て いる こと を 示す 。 


社会 野 に つい て 


1987-2006 初出 


人 間 の 神経 内 部 に お いて 、 社 会 に 関す る 知識 ・ 経 験 が 書き 
込ま れ て いる 部 分 は 、 「 社 会 野 」 と し て 捉え る こと が で き 

る 。 そ の 際 、 社 会 野 は 、 さ ら に 、 以 下 の よ うに 分 ける こと が 
"CAD 

(1) 「 コ ミュ ニケ ーション 野 」 他 者 と の 相互 作用 で ある コ 
ミュ ニケ ーション に 関す る 知識 ・ 経 験 を 書き 込み 、 思 考 ・ 展 
望 を 行う 分 野 。 

(2) 「 社 会 認識 野 」 自 分 以外 の 他 者 の 集合 体 で ある 部 分 ~ 
全体 社会 、 お よび それ ら と 自分 と の 関係 に つい て の 知識 ・ 経 
験 を 書き 込み 、 思 考 ・ 展 望 を 行う 分 野 。 


(中 ) コミュニ ケー ショ シン 野 


社会 が 発生 する の に 必要 な 2 つの 要件 は 、 ( 1 ) 他 者 と の 相 
互 作用 が 一 人 の 人 間 単 独 で 行う こと は 不可 能 で あり 、 周 囲 に 
一 人 以上 の 他 者 の 存在 が 必要 と いう 、 「 他 者 」、 (2) 他 者 
と の 相互 作用 が 行わ れる に は 、 当 該 他 者 と の 間 で コミ ュ ニ 

ケー ショ ン (通信 ) 関係 の 確立 が 必要 で ある 、 と いう 「 コ 

ミュ ニケ ーション 」 で ある 。 こ の うち 、 社 会 の 創発 性 主張 の 
plea CWS, (2) の ! 当 ミュ ニケ ーション 」 で 
Doe 


実際 に は 、 社 会 の 最小 単位 で ある 、 二 人 以上 の 他 者 と の コ 
ミュ ニケ ーション 過程 は 、 コミ ュ ニ ケー ショ ン を 実行 する 複 
数 人 各々 の 神経 系 シス テム の 神経 回 路 や り と り 活 動 へ と 切り 
分 け て 考え る 事 が で き る 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 関 係 の 確立 に は 、 ま ず 、 相 手 に コミ ュ ニ 
ケー ショ ン し た い 計 を 伝え る こと 。 相 手 の 反 応 が な い 場 合 は 
ー 定 回 数 督促 する こと 。 相 手 が OK を 返し て きた ら 、 関 係 が 
確立 し た と 見 な し 、 相 手 に 伝え た い 内 容 の メッ セー ジ 送 信 を 
開始 する 。 送信 が 終了 し た ら 、 コ ミュ ニケ ーション を 終了 。 
(中 断 ) する 則 伝 える こと 。 相 手 に 自分 へ の 何ら か の 注意 反 
応 を 起こ させ る 目立っ た 行動 を 取る こと で 、 当 方 か ら 相 手 へ 
の 当 ミ ュ ニ ケー ショ ン は 確立 きれ る 、 と 言え る 。、 コ コミュニ 
ケー ショ ン の 確立 -ー メ ッ セ ー ジ 送信 は 、 両 者 間 で 双方 向 に 行 


われ る の が 、 相 手 に 自分 の 伝え た い 内 容 が きち ん と 伝わっ て 
いる か 確認 する た め に 望ま し い 。 


いっ た ん コミ ュ ニ ケー ショ ン が 確立 され る と 、 一 方 の 神経 系 
に お ける 神経 回 路 が 、 身体 外 ヘ シン ボル に よる メッ セー ジ の 
形 で 出力 され 、 そ れ を 、 他 方 の 神経 系 が 解読 し て 手 に 入れ 
SE る 。 そ の 際 、 他 方 が 一 方 の 出し た シ 
ン ボ ル を 解読 可能 に な る に は 、 予 め 両者 の 間 で 、 そ の シン ボ 
hen ea つい て 了解 が 取れ て いな けれ ば な ら な 

。 言 わ ば 共通 の 知識 が 必要 な の で ある が 、 そ れ は 究極 的 に 
- st lg a eS Nee と 捉え られ る 。 
(リン ゴ は 、 原 則 と し て 人 類 に は 共通 に 赤い 色 で 丸い 形 と し 
て 、 捉 えら れる 。) この こ と は 、 ee 人 類 の 脳 感覚 野 
に お ける 生得 的 な 神経 回 路 の 共通 性 に 由来 する と 考え られ 
る 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ン を 個々 人 の 心理 過程 と し て 、 個 人 単位 へ 
と 切り 分 ける 作業 は 、 具 体 的 に は 、 人 間 が 他 者 と の コミ ュ ニ 
ケー ショ ン 時 に それ ぞ れ 、 脳 神経 の どの 部 分 が 活性 化 さ れ 
る か を 、 脳 の 活動 を 測る MRI な どの 機器 を 使っ て 、 個 人 毎 に 
独立 し て 測定 し 、 コ ミュ ニケ ーション の タイ プ 別 に 分 類する 
こと で 可能 な の で は な いか と 考え られ る こと 。 (コミ ュ ニ 
oe ショ ン の 開始 < 終了 まで の 各 段 階 、 会 話 の や り と り の 豊 

さ 、 話 題 の 内 容 、 相 手 へ の 好き 嫌い の 度合 いな ど 。) そう 
し た 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に よる 相互 作用 が 行わ れる 
際 に は 、 神 経 償 の 特定 部 分 、「 コ ミュ ニケ ーション 野 」 と で 
も 言う べき も の が 活性 化す る と 想定 され る 。 す な わ ち 、「 コ 
ミュ ニケ ーション 野 」 と は 、 個 人 間 に 接 続 コ ネ ク タ が 構築 
れ て いる 際 に 限っ て 活性 化す る 部 分 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー 
ショ ン 時 に 活性 化す る 部 分 で ある 。 


神経 胡 内 部 に お ける 「 社 会 野 」 の 一 種 と し て の 「 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン 野 」 は 、 個 人 間 を 取り 結ぶ 「 接 続 コ ネ ク タ 」 生 成 
が どの よう に な され る か 解明 す る 上 で の 鍵 を 握る 存在 で あ 
り 、 こ うし た 「 コ ミュ ニケ ーション 野 」 の 存在 や 働き を 確か 
め る 事 が 、 今 後 の 神 経 心理 学 の みな ら ず 社会 学 に と っ て も 還 
要 が デー マ と な っ で いく ぐ の で は な いか が ? 


) 社会 認識 野 


社会 認識 野 は 、 自 分 以外 の 他 者 の 集合 体 と し て の 部 分 ~ 全体 
社会 、 お よび それ ら の 社会 と 自分 と の 関係 に つい て の 知識 ・ 
経験 を 書き 込み 、 思 考 ・ 展 望 を 行う 、 神 経 系 の 一 部 分 と し て 
捉え られ る 。 こ の 分 野 は 、 家 族 、 学 校 、 会 社 、 地 域 と いっ 
た 、 よ り 大 き な 全 体 社会 の 一 部 分 を な す 相 対 的 に ミク ロ な 部 
分 社会 、 お よび 、 国 家 ・ 民 族 や 世界 と て いっ た 、 よ り マ クロ な 
全体 社会 それ ぞ れ に つい て 、 何 が 起こ っ て いる か 、 互 い の 関 
係 は どう な っ て いる か を 記録 ・ 分 析 し 、 ど の よう な 方 向 に 進 
む の が 望ま し いか を 考え 、 実 行 に 移す 作業 を 行う 部 分 で あ 
ee dal py aoa 


HAR, MARCH —TIL, ano VvR—Ry MLBAE 
で 、 様 々 な 種類 の 社会 関係 が あり 、 そ れ ら に つい て の 知識 や 
思考 結果 が 集積 Ls た の が 、 社会 認識 野 で あ る al い の ee が で 
きる 。 


この 社会 認識 野 は 、 社 会 関係 に 関す る 概念 が 外 か ら 刺 激 と し 
て 入っ て きた と き に 活性 化す る 部 分 と し て 捉え る こと が で き 
7s 


電動 神経 系 の 可能 性 


1987-2018 初出 


従来 の 生物 こ 人 間 の 神経 は 、 温 度 が 生物 と し て 存在 し うる 
範囲 内 に ある こと や 、 食 糧 、 酸 素 な どの 用 意 が で き て いる 場 
合 に 限り 、 存 続 可 能 で あっ た 。 


それ で は 、 人 間 向 け の 環境 が 激変 し 、 食 糧 や 酸素 が な く な っ 
た 場合 、 ど の よう に 従来 人 間 が 生体 神経 系 内 に 集積 し て きた 
知識 と し て の 神経 回 路 を 存続 させ れ ば よい か ? そ の 答え の 一 
つが 、 電 力 で 動く 、 電 動 神経 に 生体 神経 系 の 神経 回 路 を 移 


行き せる こと で ある 。 


この 場合 、 電 動 神経 系 は 従来 、 用 いら れ て きた ノイ マン 型 コ 
ビュ ョ ー タ で は な か なく 。 電気 で < く 三 ュー 曰 ヨ ジン ピ ュー タ の こ 
と を 指す 。 (ある い は 、 ノ イマ ン 型 コン ピュ ー タ に よる 
三 避 デコ ヨコ ジ ピュ ョ ュー の ジジ ミュ レー ショ ン で も OK ) こ 
と 。 電動 神経 条 に お いて は 、 そ の 活動 の た め の エ ネル ギー を 
電気 の 形 で 得 SOL UDCA, HRA GRATIS. Fil 
えば 、 太 陽光 や 地熱 か ら 十 分 な 電気 を 発電 する こと が 可能 
あれ ば 、 電 動 神 征 系 は 、 酸素 や 食糧 が な く て も 容易 に 維持 可 
AE CHS. 


従来 、 人 間 の 本 質 は 、 ま ず DNA 遺 伝 子 の 働き に より も た ら さ 
れる 生物 で ある 点 に ある 、 と され て きた 。 し か し 、 便 者 は 
人 間 の 本 質 は 、 高 度 な 知識 や 思考 を 司る 高 次 の 神経 シ ステ 
ム 自 体 に ある と いう 見 方 の 方 が よ り 適 切 で ある と 考え る 。 な 
ぜ な ら ば 、「 脳 死 = 神経 償 の 活動 停止 」 が 人 間 の 死に 値 し 、 
臓 半 移植 の 対象 と な る か ら で あ る 。 


この 高い 機能 を 持つ 神経 シ ステ ム を 、 従 来 の 生体 ベー ス か 
ら 、 電 気 ・ 半 導体 ベー ス に 連 き 換え る 、 移 行 さ せる = 「 電 

動 」 化 する こと で 、 人 間 は 、 生 体 の 持つ 制約 を 離れ 、 新 た な 
世界 を 切り 開く こと が 可能 と な る 。 


例え ば 、 従 来 、 生 体 と し て の 人 間 の 脳 の 大 き さ に は 、 生 き 物 
の 上 で の OU の し の と が 、 人 間 
の 思考 や 知識 に 限界 を 避 え て きた 。 し か し 、 電 動 化 させ る こ 
と で 、 そ の 制約 は 取り 払わ れ 、 い くら で も 大 容量 の 思考 を 行 
い 、 知 識 を 集積 する こと が 可能 と な る 。 あ る い は 、 生 体 と し 
て の 人 間 は 、 い ずれ は 死ぬ 運命 に あり 、 そ の 時 、 生 体 神経 系 
は 活動 を 停止 し 消滅 し て し まう 。 し か し 電脳 化 さ せる こと 
で 、 死 の く び き か ら 解 き 放 た れ 、 半 永続 的 に 「 不 死 身 で 」 活 
動 を 続け る こと が 可能 と な る 。 


人 間 の 本 質 が 、 生 物 で は な く 、 神 経 シ ステ ム と いう 点 に あ 
る と すれ ば 、 上 記 の 「 電 動 神経 」 は 、 生 体 の 人 間 ベ ー ス よ 
り も 、 よ り 高 度 な 永続 的 神経 条 シ ステ ム と な り 得 る 点 で 、 従 


来 の 生物 と し て の 人 間 よ り も 、 よ り 人間らしい 」、 思 考 
し 、 知 識 を 集積 する 存在 と し て の 人 間 の 本 質 を 突い た 存在 と 
な る 可能 性 が 十分 に ある 。 


その 際 、 電 動 神経 共に お いて は 、 生 へ の 衝動 を 持た せる こと 
DS. ERODE C ASOMA BASE CHECH 
る 。 


従来 の コン ピュ ー タ に お いて は 、 生 へ の 衝動 を 除い た 、 知 的 
で 、 人 冷静 、 客 観 的 な 視点 の み を 持つ こと を 強要 され て きた 。 


それ に 対し て 、 新 た な 電動 神経 系 に お いて は 、 生 き 残 り た い 
と いう 生 へ の 衝動 を 持つ 、 情 の 側面 を 備え た も の と する こと 
が 必要 で ある 。 


生 へ の 衝動 は 、 生 物 の 本 哲 的 な も の で あり 、 そ の 中 身 は 
セッ クス し て 自分 の 遺伝 的 コピ ー を 作り た いと か 、 食 べた い 
と か 、 外 敵 か ら 逃 げた い 、 外 敵 を 倒し た い 、 あ る い は 、 他 者 
を コン トロ ー ル し た い 、 仲 間 を 作り た いと か 、 自 分 の 考え を 
広め た いと か で ある 。 


こう し た 生 へ の 衝動 に 談 当 する 回 路 を 、 電 動 神経 に 持た せ 
る こと で 、 電動 神 経 は 、 生 き 物 と し て 、 自 ら 生 き 延 び よ う 
Cg Oa oles 


HOME, BONAR, ADNOBLCRAEL TT Hale & 
AES ETS!) . SD ODERER OD EIR AOE & TED BET FETC 
せる こと も 必要 で ある 。 


この 働き を させ る に は 、 こ うい っ た 神経 回 路 に すれ ば よい 、 

ese oe の 神経 回 路 を つなぎ 合わ せれ ば よい と いっ 
、 現 在 の LSI 設 計 技 術 と 同様 の 、 神 経 回 路 設計 技術 を 、 今 の 

i 


IME FIC. APNE. BOHARERIFI eC. BIA, HOR 
の 環境 が 激変 し て 、 生 物 と し て の 人 間 が 生き て いけ な く なつ 
て も 、 電 力 と 、 電 動 神経 条 を 作り 出す 物 的 材料 さえ あれ ば 

電動 神経 宋 の 形 で 、 人 間 の 文化 を 継続 させ て いく こと が で き 
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—Fl, BER AS. RW OCS LTE BARA L BRS 
C, MAAR. URAC AL ETC. TERDAMABAN SE 
的 な 制限 を 取り 払っ た 、 今 まで に な い ス ケー ル の 神経 系 活動 
を させ る こと が 可能 と な る 。 


心 ニ ュー ロン マッ プ 


2009 初出 


ニュ ー ロ ンマ ッ プ 


ba Neuron Map 


2009 年 10 月 
大 塚 い わ お 


ニュ ー ロ ンマ ッ プ と は 


a AIS RACERS TS. 

ョ m 人 間 の 思考 、 知 恵 を 整理 する と 、 脳神経 系 
の ニュ ー ロ ン 回 路 状 に な る 。 

m 文章 等 の アイ デア を まとめ る に は 、 ア イデ 
ア 同 士 の 関連 を ニュ ー ロ ン 回 路 状 に 記述 
し た 図 に する こと が 有効 で ある 。 

m こ の 図 は 、「 ニ ュー ロン マッ プ 」 と 呼べ る 。 









al 


イン パル ス 


ニュ ー ロ ンマ ッ プ の 書き 方 


s (1) 思考 の 内 容 を 、 1 つ ず づつ 1 較 吊 に 、 セル の 中 に 記入 する 。 
- 客 抽 的 事実 と 主観 的 意見 ・ 感 情意 思 、 価値 判断 》 に 分 け て 記述 する 。 
客観 的 事実 は 、 
= 自分 に と っ て ゴラス に な る も の 〈 助 か る 、 役に立つ " ふ 
= 。 マイ ナス に な る も の (困る 、 問題 で ある 、 BBLS: ++) 
に 分 け て 、 色分け する 。 





ES dict 価値 判断 ) は 、 
正 の ポジ ティ ブ な も の (ぐー し た いい 、 良し 1、 好き ) 
AD. ネガ ティ ブ な も の (し た く お し 、 嫌 だ 、 ダ > GL) 
に 分 け て 、 色 分 け す る 。 


内 容 を 、 自分 に と っ て の 重要 度 に 応じ て 、 色 の 濃淡 を 、 濃い (重要 )… 淡 い (重要 で な い ) と 付け る 。 
客観 的 事実 、 主観 的 意見 ・ 感 情 共 に 、 それ が 
- 自分 個人 の も の 
の も の 
に 分 け て 、 印 を 付け る 。 
日 ME 線 ( 軸 索 に 相当 ) で 、 結合 (シナ ブス に 相当 ) さ せ て 結ぶ 。 


- BR 一 方 名 「 そ れ ゆ え 」「 だ か ら 」 
= 関連 、 相 関 RATE] 
に 分 け て 、 記 入 する 。 


・ 促進 行き 先 に 当たる セル ぞ 活 性 化す る 、 発 火 さ せる 
= 抑制 行き 先 に 当たる セル の 活動 を 抑制 し て 、 発火 させ な い 
に 分 け て 記入 する 。 


ニュ ー ロ ンマ ッ プ 作成 に 必要 な ソフ ト 


= 以下 の 機能 の 図形 描画 を 備え た ソフ ト な ら 何 で も OK 
= 四角 形 が 書け る 
= 四角 形 同士 を 結ぶ コネ クタ 線 が 書け る 
= 図形 、 線 の 色 を 調節 で きる 
= 図形 、 線 の 太 さ を 調節 で きる 
= 図形 、 線 の 模様 を 調節 で きる 





a 作成 が 可能 な ソフ ト の 例 
= Microsoft Excel, Microsoft PowerPoint 
= OpenOffice Impress 


ニュ ー ロ ンマ ッ プ の 書式 


良い 、 問 題 を 解決 する FEL, 問題 を 5| き 起こ す 
助かる 事実 困っ た 事実 





。 促進 
因果 、 根拠 付け 
ーーーー 一 ww fi 












[ 自 ] 自 分 個人 
の 考え (SelD 










りん ご は 甘酸っぱ い 
RATS. 


CAR] Bites 
一 般 的 な 考え 
(General) 








セル 







ニュ ー ロ ン 細 胞体 相当 = 全く 

アイ デア の 単体 を ここ に 記 sil 
述 する ニュ ー ロ ン 同 
士 の 結合 点 


ニュ ー ロ ンマ ッ プ の 例 (1) 
食品 摂取 と ダイ エッ ト に 関す る 思考 の 整理 





[ 般 ] 
いち ご ミル ク を 飲ん だ ら 
運動 すれ ば よい 。 


( [ 自 ] 
いち ご の 味 が 好き だ 。 


線 の 太 さ を 重要 
度 別に 変え る 。 
(オブ ショ ン 〉 














[ 般 ] 








運動 すれ ば 


8) sg や せら れる 。 


飲み た く な い 。 




















(tal 
太る の は 嫌 だ 。 


[ 般 ] 
era ミル ク は 、 飲 むと 太る 。 


(AF) 


凡例 = 
Bly, 問題 を 解決 する Lu い 、 問 題 を 8 き 起こ ず ヽ ¢ 
助かる 事実 困っ た 事実 N、 ポジ テ 








ニュ ー ロ ンマ ッ プ の 例 (2) 
高 解像度 画面 ノー ト PC 購入 に 関す る 消費 者 の 思考 の 整理 



















CE et MEDN, 
画面 を 広々 と 使い た い 。 





[ 般 ] 中 古 PC な ら 


me we ce 
y 安価 で 購入 で きる 


[ 般 ] 高 解像度 画面 は 
コス ト が か か り 、 
と て も 高価 と な る 。 
















(al 
高 解像度 画面 の ノー ト 
PC は 欲し く な い 。 













Gus る の は 


A 嫌 だ 。 
| 文字 が 見 づら い PC は 
iy 


S REM CHRIS. 
文字 は 十分 見 や すか っ た 。 











高 解像度 画面 は 、 一 般 的 に 
文字 表示 が 極小 と な り 、 
[ 般 ] 見 づら い 。 





ニュ ー ロ ンマ ッ プ を 記述 ボ す る メリ ッ ト 


ニュ ー ロ ンマ ささ ッ プ を 描く こと で 、 自分 が 頭 の 中 で 抱い て いる 思考 内 容 
pupae yy. i 他人 に 対し て 理路 整然 と 説明 し や すく な る 。 文章 等 に ま 
; 上條 の 考え の 中 の 何 が 自分 に と っ て プラ ス で 、 何 が マイ ナス な の か 束 
理 、 明 確 化 で きる 。 

。 自分 の 考え の 中 の 何 が 感情 、 主観 的 意見 で 、 何 が 客観 的 事実 な の か 、 
Beer Lae 

・ ADOFAOP CAAA MBC. MARRRLOM, ZhOEB 
分 の 意見 と の 関連 は どう な っ て いる の か の 流れ を 明らか に (ご で で きる 。 

HNPO 
が を 明らか に し 整理 する こと が で まる 。 ve 

。 思考 内 容 の 相互 流れ の あり 方 が 明 か に な り 、 自 分 の 思考 の 流 
a ec = 

。 論理 だ け で な く 、 自 ら 抱く 感情 の 内 容 や 流れ に つい て も 明らか に する こ 
と が で きる 。 











ニュ ー ロ ンマ ッ プ の 利用 用 途 例 


= 心理 カウ ン セ リン グ 支 援 


= 走者 の 心 の 内 面 
・ 愚者 を 取り 巻く 客観 的 事実 、 
» それ に 対し て 患者 の 抱く 内 心 の 感情 、 意思 
a を 明らか に し 、 整理 し て 、 
・ どの よう な 処方 を すれ ば 、 患者 の 助け に な る か (ある い は 逆 効果 か ) 
を 理路 整然 と 患者 と 共有 で きる よう に な る 技法 と し て 役立つ 。 


各種 製品 開発 支援 


ョ m 製品 を 取り 巻く 会 社内 外 の 状況 や 人 々 の 意思 
» 自分 た ちの 会 社 を 取り 巻く 市 場 に 対す る 客観 的 認識 
ェ 。 こう つう 製品 が BATHS, 必要 で ある 
ェ こう いう 製品 は 不要 で ある 、 有害 で ある 
» それ に 対し て 自分 た ち が 抱 く 感情 、 意思 
ェ こう いう 製品 が 好き だ 、 良い と いう 感情 、 
ェ こう いい う 製 品 を 作り た いと いう 意思 
a を 、 理 路 整 然 と 整理 し て 、 
= 会 社内 外 の キー パー ソン 
» 製品 を 購入 する 消費 者 
a に 提示 で きる よう に する 手法 と し て 役立つ 
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ュー ロン マッ プ の 今後 


人 間 の 脳 a ロン 回 路 の 解明 と 図示 


マッ プ を 書く < こと で 、 人 間 の 脳 内 に 展開 され て いる ニュ ー ロ ン 回 路 が どう な っ て いる 
の か を 推定 で きる 
5 脳神経 系 の ソフ トウ ェ ア の 解明 に 役立つ 。 
= 知 的 、 論理 的 側面 だ け で な く 、 at. 意思 の 側面 に つい て も 、 ニ ュー ロン 回 路 が どう な っ て い 
る か を 解明 で きる の で は な いか 


人 類 の 知 的 資産 の 内 容 整 理 と ライ ブラ リ 化 
・ 過去 の 補 々 な 文献 に 


書か れ て いる 内 容 の 図示 化 を 促進 する 。 


著者 の 持つ 様々 な 知識 と 、 抱い て いる 感情 、 価値 判断 を 、 見 や すく 分 か りや すく 整理 する 
例え ば 、 過去 の 偉大 な 文献 の 内 容 整 理 、 見 直し に 有効 か 。 


ニュ ー ロ ンマ ッ プ と 自動 文章 生成 





図 上 の ニュ ー ロ ン を クリ ッ ク す る と 、 発火 し て 、 イン パル ス が 次 々 と 伝達 し て いく よう に する 。 
Be 上 9 Deyo WA OAM BERT Soe: 自動 的 に 文章 が 作成 され る よ 
て “は 
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へ ミニ マム 神経 系 。 


2020.10 初出 


ニ マ ム 神 経 系 の 社会 学 。 


知 的 粒子 。 感 情 的 粒子 。 知 性 や 感情 を 持っ て 動く 簡易 な 生物 
の 電子 的 な 実現 。 そ の 神経 は 、 ミ ニ マ ム で ある 。 そ れ は 、 
Bx |S ABER AR CHD . 

= DV L4H4EAR. minimum nervous system その 人 社会 学 。 そ れ 
ば 、 以下 の 内 容 で ある 。 コ シン ピュ ー タ シミュ レー ショ ン に 

よっ て 、 ミ ニ マ ム の 神経 を 作成 する こと 。 そ うし た 神経 衝 
同士 を 、 社 会 的 に 相互 作用 させ る こと 。 


2 それ ら の 相互 作用 。 そ の 解明 。 そ の 意義 。 

) 神経 の 本 質 を 探る こと が で きる こと 。 

) 昆虫 類 や 魚類 の よう な 単純 な 脳 を 持つ 生物 の 精神 を 解 
eee と 。 特 に 、 彼 ら の 、 他 の 生物 と の 相互 作用 時 の 精 
MM 中 の 変化 を 解明 で きる こと 。 

) 人 間 の よう な 複雑 な 脳 を 持つ 生物 に つい て 、 そ の 行動 
Baa eae ice co ac go Te 8 
ee 

) 慣性 を 守る 生物 の 個体 と 、 慣 性 を 打破 する 生物 の 個 
RS 単純 化 さ れ た モデ 
IVA Co cp Cass Ce 


従来 知見 と の 違い 。 
1) 神経 回 路 の 社会 学 と いう 呼び 名 。 そ れ は 、 婚 存 の 
ニュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク 技 術 の 解説 と 笑 わら な い 。 
) 婚 存 の 神経 社会 学 は 、MRI で の 生き た 人 間 の 脳 ス キャ 
ee 人 間 の 社会 行動 と 脳 の 活動 と の 対応 関係 を 探 ろ 
うと し て いる 。 そ こ に は 、 神 経 回 路 網 の こと が 出 て こない 。 


ミニ マム 神経 系 の 構成 要素 。 


(1) 入力 。 理性 。 感 情 。 記憶 。 意 思 。 出力 。 
( 2 ) それ ぞ れ の 内 容 を 特徴 づけ る 形容 詞 。 


Se AAs 

(1-1-1) 感覚 。 知 覚 。 受 信 す る こと 。 

(1 - 2) 記憶 。 

(1-2-1) Hac. DAN. OEE. PROWL. 
(1-3) 感情 。 

(1-3-1) 快感 。 不 快感 。 

(1-3-2) 好き 。 嫌い 。 

(1-4) 理性 。 

(1-4-1) 正しい 。 sky. 

(dco5.) ean 

( 
( 
( 
( 
( 


1-5-1) 乗り 気 で ある こと 。 乗り 気 で な いこ と 。 


1-6) WH. 

1-6-1) 発信 する こと 。 (Pl. HF. ) 

1-6-2) 筋肉 の 動作 を 起こ すこ と 。 

1-6-3) 目 や 耳 な ど を 動か し て 、 自 身 の 周囲 状況 を 注 
意 、 だ る こと 

2 - 1 ) 意味 的 な も の 。 エ ピ ソ ー ド 的 な も の 。 


( ) 
( ) 短期 。 長 期 。 

(2 3) ボツ ジア イン ee REE 
( ) 

( ) 


2-4) RE. RE. 
2-5) 内 部 限定 。 外 部 へ の 公開 。 


上 記 の (1) と (2) を 掛け 合わ せる こと で 、 ミ ニ マ ム 神 経 
ROMNTDA HIG DS. HOMBANITHID. MORAL 
BUEAT ZL YC, TIVAHRAOHAPHET SA. 


へ 生 物 の 社会 。 生物 の 神経 系 。 それら の シミ ュ レ ー 


ショ ン 。 


生物 神経 系 や 、 生 物 社会 の 、 人 工 的 な 生成 。 マ イク ロニ ュー 
ロコ ンピュータ の 生成 と 、 相 互 作 用 。 実 動 プ ログ ラム ソー ス 
コー ド 生 成 の 実践 。 そ れ ら の 手順 の 概要 。 


/// 
既存 の 神経 回 路 の シミ ュ レ ー タ ー は 、 個 体内 部 の 大 規模 神経 
回 路 の 再現 を 目指 し て いる 。 

それ ら は 、 複 数 個体 同士 の 神経 回 路 の 相互 作用 を 、 想 定 し て 
いな い 。 そ こ を 、 自 作 す る 必要 が ある 。 

単純 に 、 多 次 元 配列 で 、 一 番目 を 、 個 体 番号 に し て 、 二 番目 
を 、 ネ ットワーク の 各部 分 の 番号 に し て 、 三 番目 を 、 ニ ュー 
ロン の id に する 。 

ある い は 、python の 配列 で 、 低 次 の 配列 の リス ト を 、1 段 
階 、 高 次 の 配列 に 順次 取り 込み 、 そ の リス ト を 、 更 に 高 次 の 
配列 に 取り 込む 。 


Hil 
実現 すべ きこ と 。 設計 の 要件 。 検 討 すべ き 課題 。 未 知 の 不明 
な 要件 。 そ の 解決 案 の 初期 内 容 。 

それ ら を 、 ま ず ま と め て 、 電 子 書 籍 の 内 容 へ と 執筆 し て 、 と 
りあ えす ず すず 公開 す る こと 。 そ れ を 、 最 優先 する 。 


Hill 
(1) 従来 の 生理 的 な 脳 内 部 位 ベ ー ス の 考察 。 

(2) 筆者 に よる 機能 ベー ス の マイ クロ 神経 系 モデ ル の 考案 
や 考察 。 

(1) より も 、 (2) の 方 が 、 よ り 有 益 で あり 、 生 物 の 神経 
和 奈 の 本 質 の 中 核 に 、 よ り 容 易 に 人 迫る こと か 出来 る 。 


iil 
EMOTE AAAS SITS. (MAARBO, RAO RAAB 
と 、 出 力 鞭 の 筋肉 細胞 の 参 動 の 再現 が 必要 で ある 。 

既存 の 神経 回 路 の シミ ュ レ ー タ ー は 、 そ れ ら の 又 動 の 再現 
を 、 対 象 に し て いな い 。 そ の 自作 が 必要 で ある 。 

その 場合 、 神 経 細 胞 に つい て も 、 最 初 は 、 厳 密 な 生理 学 的 大 
動 を 求め ず に 、 概 略 的 な 挙動 を 自作 する 。 

受容 鞭 と 出力 庄 の 配列 を 作る 。 そ れ を 、 個 体 レ ベル の 配列 
に 取り 込む 


777/ 

神経 細胞 に つい て は 、 以 下 の 3 種 類 を 考慮 する 必要 が ある 。 
固定 不 秋 接続 。 学 習 的 な 可 毅 接続 。 新 規 の 接続 先 を 試行 錯 庶 
で 見 つけ て くる 新規 接続 。 


接続 先 の 固定 か 、 新 規 獲得 か 。 

0 の 学習 に よる 可変 性 の 確保 か 。 
接続 に お ける 、 遺 伝 性 と 文化 性 。 

Ren eS 


現在 の 既存 の 神経 回 路 の シミ ュ レ ー タ ー は 、 接 続 先 は 
み 。 


接続 先 の 新規 獲得 に つい て は 、 ア メー バ の 動き と か を 、 参 考 
に する 必要 が ある 。 

それ は 、 自 動 で 、 ラ ンダ ム に 、 接 続 先 の 細胞 を 、 試 行 錯 諾 的 
に 選定 する こと で 、 実現 する 。 

接続 先 の リス ト を 、 以 下 の 区 別 を それ ぞ れ 付け て 、 神 経 細 胞 
毎 に 作成 する 。 

促進 と 抑制 の 別 。 太 さ の 別 。 可 望 性 の 有無 の 別 。 

神経 細胞 の 発火 の 関 値 を 、 神 経 細 胞 毎 に 設定 し 、 作 成す る 。 
それ ら を 、 神 経 細 胞 別に リス ト 化 する 。 

それ ら の 神経 細胞 の 属性 の 配列 を 、 個 体 レ ベル の 配列 に 、 取 
り 込 む 。 


と りあ えす 試行 錯 斉 的 に 接続 し た も の の 、 生 物 自身 の 環境 首 
応 に と っ て 、 無 効 で や っ た り 、 有 害 で あっ た りす る 接続 。 
それ ら を 、 実質 的 に 消去 する 過程 の 実装 が 必要 で ある 。 
それ は 、 神 経 に お ける 、 ガ ー ベ ジコ レク ショ ン で ある 。 


/// 

個体 内 部 だ け 考 えて いる と 、 個 体外 部 の 環境 変動 を 、 考 慮 す 
る こと か 出来 な い 。 

無機 的 環境 変動 。 他 個体 の 活動 に よ る 環境 変動 。 自 個体 の 活 
動 に よる 環境 変動 。 

それ ら を 、 そ れ ぞ れ 考 慮 する こと が 、 必 要 で ある 。 


//// 

個体 に よる 、 物 理 移動 を 、 考 慮 する 必要 が ある 。 

個体 の 、 現 在 位置 を 、 設定 する 。 

個体 に よる 、 自 発 的 な 移動 と 静止 。 そ れ ら を 実現 する 。 
衣食 住 の 欲求 を 満た す た め の 行動 。 生 殖 の 欲求 を 満た す た め 
の 行動 。 そ れ ら の 発現 と 実 動 。 そ の た め の 移 動 と 静止 。 


Il 
個体 同士 の 相互 作用 。 個 体 同 士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 
それ ら の 発現 と 実 動 。 

その た め に 使用 され る 、 言 語 や 記号 。 そ の 用 意 。 

それ ら に お ける 、 遺 伝 性 と 文化 性 。 そ れ ら 両方 の 存在 を 、 前 
提 と する 。 


Hii 
生物 が 、 生 き 続け た いと 思う 意思 や 精神 の 内 在 。 

と れ を 、 小 さ な 神経 回 路 の 中 で 、 再 現す る 必要 が ある 。 
自動 性 。 自 発 性 。 

心臓 の 、 自 動 的 で 連続 的 な 、 鼓 動 。 生 物 活動 に お ける 、 無 限 
デジ 。 

生物 活動 に お ける 、 タ スク の 、 自 動 の 定期 的 な 起動 。 
それ は 、 以 下 の 方 法 で 、 実 現 可 能 で ある 。 

プロ グラ ム の 内 部 で 、 自 動 無限 ルー プ の ルー チン を 回 し 続け 
ea 

プロ グラ ム の 内 部 で 、 一 定 の フレ ー ム レー ト で の 自動 の 定期 
的 な タス ク 起 動 を 実行 する こと 。 


/// 
生物 の 、 生 命 維 持 の た め の 感 情 を 、 設定 し 実現 する 必要 が あ 
の の 

快感 と 不快 感 。 接 近 と 回 避 。 信 頼 感 と 不信 感 。 安 心 と 不安 
生物 に 対し て 、 3 
それ ら を 、 神 経 細胞 に お ける 、 接 合 部 の シナ プス の 促進 と 抑 
制 の 自動 制御 機構 と し て 、 実 現す る 。 


生命 維持 に と っ て の 、 プ ラス と マイ ナス 。 そ の 状 定 と 、 指 
No 
その 仕組 み を 、 神 経 回 路 に 内 蔵 さ せる 。 


/// 
学習 。 

どう いう 場合 に 、 促 進 的 接合 に し て 、 ど うい う 場 合 に 、 抑 制 
的 接合 に する か 。 

それ ら を 、 決 定 する 仕組 み 。 

それ を 、 神 経 回 路 内 部 に 内 蔵 さ せる 必要 が ある 。 
生物 の 神経 に お いて は 、 興 奮 性 や 促進 性 の 神経 細胞 と 、 抑 
ed rc elite 
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8 0 % で あり 、 抑 制 性 の 神経 細胞 が 2 0 % で ある 。 

促進 性 の 神経 細胞 は 、 促 進 性 の シナ プス を 形成 する 。 抑 制 性 
の 神経 細胞 は 、 抑 制 性 の シナ プス を 形成 する 。 

促進 性 の 神経 細胞 の 動き を 、 抑 制 性 の 神経 細胞 が 抑え る 。 
どう いう 場合 に 、 接 合 が 太く な る こと を 促進 し 、 ど うい う 場 
合 に 、 接 合 が 太く な る こと を 抑制 する か 。 

それ ら を 決定 する 仕組 み 。 

それ を 、 神 経 回 路 内 部 に 内 蔵 さ せる 必要 が ある 。 

当該 の 神経 細胞 に よる 、 自 律 的 な 、 促 進 と 抑制 の シナ ブス 結 
合 の 形成 。 他 の 司 金 役 の 神経 細胞 か ら の 司 金 の 伝達 に 基 づ 
く 、 従 属 的 な 、 促 進 と 抑制 の シナ プス 結合 の 形成 。 


Hil 
記憶 。 

記録 の 、 物 理 的 な 書き 込み 。 

mal, 思い 出し た い が 、 思 い 出 せな いこ と 。 思い出 さ な い よ 
うに 、 抑 圧する こと 。 書き 込み の 不能 性 。 書き込も うと し て 
も 、 書 き 込 みさ れ な いこ と 。 い っ た ん 行わ れ た 書き 込み の 消 
滅 。 い っ た ん 行わ れ た 書き 込み の 検索 不能 性 。 

思い 出し の 行動 。 記 憶 の 検索 行動 。 

書き 込み 箇所 の 故障 や 死亡 。 認知 症 。 


/// 

意識 。 無 意識 。 

神経 の 、 活 動 状 態 や 、 活 動 内 容 。 そ の 内 部 分 類 。 

生物 自身 が 、 自 覚 で きる 部 分 。 生 物 自 身 が 、 自 覚 で き な い 部 
pa 
生物 自身 へ の フィ ー ド バッ ク が ある 部 分 。 生 物 自身 へ の 
フィ ー ド バッ ク が 無い 部 分 。 

感覚 や 知覚 の 内 容 。 そ れ ら の 、 顕 在 性 と 、 潜 在 性 。 

それ ら は 、 神 経 友 の 別々 の 部 分 で の 活動 に な か っ て いる 。 
無意識 で の 活動 が 先行 し 、 意 識 が 後 か ら 付 いて 来 て 、 追 認 す 
る 

環境 に 対す る 反応 は 、 無 意識 で の 取り 扱い が 先行 し て 、 そ の 
内 容 を 明示 化し た も の が 、 竜 識 と な る 。 


/// 
思考 。 

感情 に 基づく 、 冷 静 さ を 欠い た 思考 。 感 情 か ら 中 立 な 、 冷 静 
な 思考 。 論理 的 思考 。 

それ ら の 区 別 が 必要 で ある 。 

正 斉 。 快 感 と 不快 感 。 そ れ ら の 区 別に 基づく 、 神 経 細胞 の シ 
ナ プ ス の 促進 と 抑制 。 

それ ら の 、 固 定 的 な 、 丘 学 習 的 な 、 回 路 設定 。 そ れ ら の 、 学 
BIrk SAB. 

それ ら の 事前 の 分 類 が 必要 で ある 。 

それ ら を 区 別 する 形 で の 、 神 経 回 路 の 運用 が 必要 で ある 。 
価値 観 の 中 枢 の 神経 条 か 、 内 分 泌 系 。 神 経 共 に お ける 、 価 値 
中 枢 。 生 物 の 生存 維持 に と っ て 、 何 が 、 よ り 重 要 か を 、 状 断 
し 、 決 定 し 、 司 金 する 機構 。 そ れ ら の 設定 が 必要 で ある 。 
上 位 の 価値 中 枢 か ら 、 下 位 の 感覚 や 記憶 や 思考 や 運動 に 、 行 
動 の 司 金 の 信号 が 降り て くる 形 を 、 試 し に 想定 する 。 価 値 中 
枢 と 、 感 情 や 情動 の 中 枢 と の 関連 。 そ れ ら は 、 同 一 の 存在 か 
も 知れ な い 。 
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自 個体 が 、 無 機 物質 や 、 他 個体 に 、 接 触 し 、 衝 突 す る こと 。 
無機 物質 や 、 他 個体 が 、 自 個体 に 、 接 触 し 、 衝 突 す る こと 。 
それ ら の 物理 運動 。 そ れ ら を 、 考 慮 する 必要 が ある 。 
既存 の 分 子 運 動 の プロ グラ ム や 、 婚 存 の アク ショ ン ゲ ー ム 
を 、 参 考 に する 。 


Mil 
FEYNOITE. CORDIC AM. COFIBPCHEDMRIB. <—*M 
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促進 と 抑制 の コン トロ ー ル 。 

行動 に 対す る フィ ー ド バッ ク や フィ ー ド フォ ワー ド の 制御 の 
存在 の 重要 性 。 

それ は 、 専 用 の 回 路 が 存在 する 訳 で は 無い 。 事 前 の 記憶 と 、 
事後 の 感覚 や 知覚 と の 照合 に よっ て 、 対 応 する 。 

フィ ー ド バッ ク と 、 フ ィ ー ド フォ ワー ド の 、 親 に よる 子供 の 
養育 の 過程 で の 、 習 得 。 そ を の シミ ュ レ ーション に よる 解明 。 


/// 
睡眠 の シミ ュ レ ーション 。 

生物 の 睡眠 と 、 生 物 が 、 睡 眠 中 に 、 夢 を 見 る こと 。 そ れ ら 

の 、 シ ミュ レー ショ ン に よる 解明 。 

神経 細胞 は 、 頻 繁 に 発火 を 繰り 返し て いる と 、 エ ネル ギー 欠 
状態 に な り 、 発 火 に 必要 な エネ ルギー が 人 不足 し 、 疲 労 し 、 
元気 が 無く な る 。 

神経 細胞 は 、 そ の まま で は 、 発 火 が 不可 能 に な り 、 活 動 出来 
な が く な る 。 

その 状況 に 対処 する た め 、 体 外 環境 の 受容 吹か ら の 入力 を 、 
一 時 的 に 遮断 し て 、 神 経 細胞 に 対し て 、 酸 素 な どの エネ ル 

ギー の 充電 作業 を 、 行う こと 。 

= HAS, HEIR CHS. 

睡眠 中 は 、 体 内 環境 か ら 、 発 火 に 必要 な エネ ルギー の 充電 や 
補給 が 行わ れる 。 

その 作業 は 、 沢 山 使 い 過 ぎ て 、 充 電池 が 切れ そう に な っ た ス 
マー ト フ ォ ン に 対し て 、 電 源 を 遮断 し て 、 充 電 を 行う 作業 

と 、 同 様 で ある 。 


充電 中 の 、 神 経 細 胞 の 活動 が も た ら す 心 的 結果 が 、 夢 で あ 
De 
それ ら の 過程 を 、 シ ミュ レー ショ ン で 実現 する 。 


//// 

dy DAPEAHHOIL. COI LA, FAO AEAHIB PC. EAR 
全体 に も た ら す 影響 、 そ の シミ ュ レ ーション 。 

神経 細胞 の 生死 の 状態 を 、 数 値 で 表示 する 。 死 ん で いる 神経 
細胞 の 活動 を 、 無 効 化す る 。 


/// 
命 維持 行動 の シ と ミュ レー ショ ン 。 

彼ら 自身 の 、 身 体 の 維持 。 そ の シミ ュ レ ーション 。 

エネ ルギー の 獲得 。 養 分 の 獲得 。 食 糧 の 獲得 。 

食糧 の 消費 。 食 糧 が 、 獲 得する と 、 環 境 中 か ら 、 無 く な る こ 
ae 

食糧 が 得 ら れ な い 状 態 が 、 一 定時 間 続 く と 、 生 物 が 死ぬ こ 

ae 

受容 問 。 食 糧 が ある こと 。1。 正 の 整数 。 Sten oc. 
0, それぞれ を 、 別 々 の 細胞 で 、 検 知 。 

出力 器 。 食 糧 の 消費 。 環 境 中 の 数 値 を 、0 に する こと 。 環境 
中 の 数 値 を 、 減 ら す こと 。-1。 一定 の フレ ー ム レー ト で 、 そ 
れ ら の 行動 を 起こ すこ と 。 

受容 番 で 0 が 続く と 、 や が て 死ぬ こと 。 

生物 の 体内 の 栄養 の 蓄積 量 。 食 糧 が 得 ら れる と 、 増 える こ 
と 。 一 定時 間 毎 に 、 自 動 的 に 減る こと 。 

宋 養 の 蓄積 が 無く な る と 、 餅 人 に か る こと 。 そ の こと に よ 
る 、 以 下 の よ うな 信号 の 発生 。 生 命 維持 に と っ て の 危険 信 

号 。 そ れ を 、 体 内 環境 か ら 、 受 信 す る こと 。 

そし て 、 死 ぬこ と 。 

食糧 が 無く な る と 、 位 買 を 、 試行 錯 詳 的 に 変え る こと 。 

数 値 を 持つ 環境 を 、 複 数 個 、 用 意 す る こと 。 複 数 の 環境 に 、 
番号 や id を 振る こと 。 

体外 環境 。 体 内 環境 。 そ れ ら の 、 区 別 を する こと 。 

そう し た 行動 を 、 神 経 条 で 、 表 現す る こと 。 


/// 
他 の 個体 と の 、 交 渉 や 折衝 。 

他 の 個体 と の 、 権 益 を 巡る 争 春 戦 。 

他 の 個体 と の 、 融 和 。 

それ ら の シミ ュ レ ーション 。 

複数 の 個体 に 、 番 号 や id を 振る こと 。 

他 個 体 の 存在 。 そ の こと の 、 受 容器 と 神経 細胞 に よる 、 検 知 
や 知覚 。 

生物 と 、 丘 生物 。 

有機 物質 と 、 無 機 物質 。 

それ ら の 区 別 を 可能 に する こと 。 


/// 
性 差 の シミ ュ レ ーション 。 

生物 の 、 奴 と 暴 の 行動 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

雄 。 気 体 的 行動 様式 。 気 体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン 。 

肉 。 液 体 的 行動 様式 。 液 体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン 。 
物理 的 な 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン を その まま 使う こと は 、 


し な い 。 
行動 に お ける 、 離 散 指向 と 、 近 接 指向 や ー 体 化 指向 と の 相違 
で 、 実 現す る 。 


女性 的 個体 。 環 境 か ら 0 が 来 た ら 0 を 、1 が 来 た ら 1 を 出力 する 
確率 。 そ の 数 値 が 高い 。 

前 例 順守 、 前 例 同 調 の 個体 。 

男性 的 個体 。 環 境 か ら 0 が 来 た ら 1 を 、1 が 来 た ら 0 を 出力 する 
確率 。 そ の 数 値 が 高い 。 

前 例 破壊 と 新 秩序 樹立 の 個体 。 


/// 
生殖 行動 の と ミュ レー ショ ン 。 
異性 の 発見 。 

性 的 誘引 へ の 、 自 動 的 な 反応 。 

異性 間 の 求愛 と 、 そ の 受容 。 セ ックス 。 
子孫 の 生成 。 


/// 
生物 社会 。 

各 生 物 の 神経 長 の 合計 。 総 合 合体 結果 と し て の 全体 社会 。 
それ ら の 、 リ アル タイ ム で の 表示 。 


ll 
作成 に 当直 つて (は ほ 、 いき あり ヨー ディ ンク に は 入ら ず に 。 手 
前 に 、 可 能 な 限り 、 設 計 を 具体 化し 、 そ の 内 容 を 詰め て お 
Ka 

作成 する デモ の 内 容 。 


神経 細胞 の 単体 。 

BRIE tHe RO MRBES ZA to. AEM. 

神経 細胞 の リス ト と 、 そ れ ぞ れ の 神経 細胞 の 活動 を 、 リ アル 
タイ ム で 表示 する 。 

神経 細胞 に 、 番 号 や id を 振る 。 

神経 細胞 の 入力 部 分 の 単 一 の 頭 の 部 分 。 そ こ に 、 以 下 の 内 容 
be. FAC, RMT AF. 

その 神経 細胞 の 番号 や id と 、 存 在 エ リア と 、 促 進 性 か 抑制 性 
か の 別 。 

神経 細胞 の 真ん中 に 、 発 火 す る か どう か を 、 ブ ロッ ク で 、 色 
AOC. 表示 する 。 

神経 細胞 の 出力 部 分 に 、 以 下 の 内 容 を 、 リ スト 形式 で 、 色 彩 
で 、 表 示す る 。 

接続 する 、 次 の 神経 細胞 。 そ れ ら の 番号 や id と 、 太 さと 、 学 
習 可 能 性 の 有無 。 

その 接続 の 数 。 そ の リア ル タ イ ム の 増減 。 そ れ を 、 リ スト 形 
式 で 表示 する 。 

それ ら の 神経 細胞 の 表示 を 、 リ スト 形式 で 、 上 下 に 並べ て 、 
表示 する 。 

CAE. NN 

神経 細胞 と 同様 に 、 そ れ ぞ れ に 、 番 号 や id を 振る 。 
Soka -、 活 動 す る か どう か を 、 ブ ロッ ク で 表示 す 


る 。 
受容 益 の 場合 、 マ ウス で クリ ッ ク す る と 、 活 動 す る 。 


受容 器 の 場合 、 出 力 部 分 に 、 以 下 の 内 容 を 、 表 示す る 。 
接続 する 、 次 の 神経 細胞 。 そ れ ら の 番号 や id。 

出力 器 の 場合 、 活 動 す る と 、 外 部 環境 に 、 そ の 活動 の 刻印 を 
多 ボ よう に まる 。 

その 刻印 内 容 を 、 番 号 や id と し て 、 色 彩 と し て 、 表 示す る 。 


RL OSEAN IO. EOP, EOLA. 
CNS DEDA IL CT. BRUT. BHU. mT So 


ts 
その た め の 、 生 物 行 動 の 実験 用 の コン トロ ー ラ ー。 
それ ら を 設け る こと 。 


細胞 同士 の 接続 や 、 細 胞 毎 の 活動 状態 。 
Non, Bie. 
その 、 リ アル タイ ム で の グラ フィ ッ ク 表 示 。 


777/ 

最初 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 無 し の 、 関 数 作成 か ら 始め る 。 
Aas. MEAN. 出力 閉 。 外 部 壊 境 。 内 部 斑 境 。 

それ ら の 動き を 、 プ ログ ラム ベー ス で 、 一 通り 作り 込む こ 
と 。 
デモ 表示 は 、 そ れ ら の 内 容 を 実現 し た 後 で 、 そ の 作成 に 取り 
掛か る よう に する 。 


(2022 年 1 月 初出 。) 


作成 が 必要 な 、 神 経 秒 の シミ ュ レ ーション プロ グラ ム の 内 
容 。 そ の 作成 に 当たっ て 、 考 慮 すべ き 点 。 


777/ 


神経 細胞 。 
その 種類 の 分 類 。 促進 ニニ ユー ロン と 、 抑 制 ニ ュー ロン 。 


その 機能 の 分 割 。 受 信 部 。 集 計 部 。 半 定 部 。 発 火 部 。 送 信 

立 

AB. 

それ ぞ れ を 、 独 立 し た 関数 か 、 プ ロ セ ス に する 。 

関数 問 や プロ セス 間 の デー タ 転 送 が 、 そ れ ぞ れ の プロ セス に 
お いて 、 必 要 で ある 。 


外部 環境 は 、 リ アル タイ ム で 、 そ の 都度 、 一 定 の フレ ー ム 

レー ト で 、 デ ー タ を 受信 部 に 送る 。 実 際 の プロ グラ ム で は 、 
プロ グラ ム 利 用 者 に よる ボタ ン 入 力 な ど で 、 入 力 デ ー タ が 発 
生 し た ら 、 そ の 都度 、 そ の デー タ を 、 受 信 部 に 送る 。 

受信 部 は 、 発 火 イ ベン ト が 起き た ら 、 そ の 都度 、 イ ベン ト と 
信号 を 、 デ ー タ を 集計 部 に 送る 。 前 の 細胞 と の 接続 の 太 さ に 
従っ て 、 送 信 す る 信号 の 大 き さ や 量 を 、 変 える 。 

集計 部 は 、 ベ ルト コン ベア で 、 一 定時 間 毎 に 、 一 定 の フレ ー 
ムレ ー ト で 、 そ こま で の 集計 結果 を 区 切っ て 、 集 計数 値 を 、 
痢 定 部 に 送る 。 体 内 時 計 を 活用 する こと 。 体 内 時 計 を 活用 し 
な い 場 合 。 そ の 神経 細胞 に お ける 、 前 の 抑制 ニュ ー ロ ン と の 
接合 部 の 増強 が 、 そ の まま で は 、 不 可能 に な る こと 。 

状 定 部 は 、 集 計数 値 が 、 発 火 イ ベン ト が 起き る 賠 値 に 達し た 
と きのみ 、 イ ベン ト を 発生 させ る た め 、 発 火 を 許可 する 信号 
を 、 時 計 的 に 、 規 則 的 に 、 発 火 部 に 送る 。 

発火 部 は 、 発 炎 可 能 イ ベン ト が 起き た ら 、 そ の イベ ント を 受 
け 取 っ て 、 そ の 都度 、 イ ベン ト と 信号 を 、 時 計 的 に 、 規 則 的 
に 、 送 信 部 に 送る 。 

送信 部 は 、 送 信 イ ベン ト を 受け 取っ て 、 各 送信 先 に 、 デ ー タ 
を 送る 。 そ れ ら は 、 送 信 先 毎 に 、 同 一 で 共通 の デー タ で あ 

る 。 デ ー タ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 発火 イ ベン ト の 発生 を 示 
す 、0 か 1 か の 、 数 値 。 神 経 細 胞 の それ 自身 の 種別 が 、 促 進 

ニュ ー ロ ン か 、 抑 制 ニ ュー ロン か の 、 種 別 情 報 の 数 値 。0 か 1 
か の 数 値 。 


// 


神経 細胞 に お ける 、 発 火 の 半 定 。 そ の メカ ニズム 。 そ の タイ 
ミン グ 。 

神経 の 各々 の 細胞 内 部 の 体内 時 計 を 利用 する こと 。 

一 定 の 周期 で 、 一 定 の 時 間 間 了 で 、 そ の 時 間 感 覚 内 の 入力 


デー タ を 、 促 進入 力 と 抑制 入力 と に 分 類 し て 、 そ れ ぞ れ 集 計 
Gols 

EAT AWAD A, CEOBHBDYEEE st 5,. OX 
イミ ング で は 、 発 火 す る こと 。 促進 入力 が 抑制 入力 を 、 一 定 
の 賠 値 以上 上 回 ら な か っ た ら 、 そ の タイ ミン グ で は 、 発 火 し 
NO 

発火 し た 場合 。 促 進入 力 の 受信 部 を 増強 する こと 。 抑 制 入力 
の 受信 部 を 、 低 減 す る か 、 そ の まま 放 連 する こと 。 

発火 し な か っ た 場合 。 抑制 入 力 の 受信 部 を 、 増 強 す る こと 。 
促進 入力 の 受信 部 を 、 低 減 す る か 、 そ の まま 放 連 す る こと 。 
その 結果 。 

各 細 胞 に お ける 発火 と 三 発 火 の 発生 は 、 体 内 時 計 に 従っ て 、 
時 間 的 に 規則 的 な も の に な る こと 。 

体内 時 計 を 持っ て いる 細胞 。 

体内 時 計 を 、 そ れ 自 身 で は 持た ず に 、 他 の 体内 時 計 を 持っ て 
いる 細胞 の 時 計 情 報 を 、 流 用 し 、 活 用 する 細胞 。 


// 


Oy I As 

それ は 、 神 経 細 胞 同士 の 、 接 合 部 で ある 。 

前 の 細胞 の 送信 部 。 次 の 細胞 の 受信 部 。 そ れ ら の 間 に お け 
る 、 発 火 信 号 デー タ の 伝達 の 有無 。 

次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 発 火 信 号 デ ー タ の 通過 の 有無 に 
基づく 、 接 合 の 増強 と 、 接 合 の 低減 ある い は 放置 。 

次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 次 の 細胞 の 発火 の 有無 に 基 づ 
(. HAO C. HAO RAH SUM. 

それ ら の 作用 を 統合 する 概念 と し て の 、 接 合 部 。 


VITAQDA Bre. 

ニュ ー ロ ン 一 般 。 次 の 細胞 に お ける 発火 の 有無 に つい て の 、 
次 の 細胞 の 発火 部 か ら 次 の 細胞 の 受信 部 へ の フィ ー ド バッ ク 
デー タ の 、 次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 通 信 回 線 毎 の 個別 の 
受信 。 


促進 ニュ ー ロ ン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 受信 デー タ に より 、 
次 の 細胞 も 発火 し た 場合 。 次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 受 信 


数 値 の 増加 の 学習 。 次 の 細胞 に お ける 、 促 進 刺激 の 受信 数 値 
の 増幅 。 そ れ が 、 毎回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 われ る こ 
ae 

抑制 ニュ ー ロ ン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 受信 デー タ に より 、 
次 の 細胞 が 発火 し な か っ た 場合 。 次 の 細 肥 の 受信 部 に お け 

る 、 受 信 数 値 の 増加 の 学習 。 次 の 細胞 に お ける 、 抑 制 刺激 の 
受信 数 値 の 増幅 。 そ れ が 、 毎回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 
われ る こと 。 


抑制 ニュ ー ロ ン で は 、 動 き は 、 促 進 ニ ュー ロン の 上 真 逆 と な 
る 。 


前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン の 場合 。 次 の 細胞 に お いて 、 発 
火 が あっ た 時 の み 、 そ れ を 、 イ ベン ト と し て 、 次 の 細胞 の 受 
信 部 が 、 受 信 す る 。 

前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 発火 受 
信 に よる 、 次 の 細胞 に お ける 発火 が 、 長期 間 起き な か っ た 場 
Pagar enn Cee eA nme ort Cre 
ける 、 受 信 数 値 の 減少 の 学習 が な され る 。 次 の 細胞 に 

る 、 促 進 刺 激 の 受信 数 値 の 削減 。 そ れ が 、 毎回 、 全 て の 接合 
部 に お いて 、 行 われ る こと 。 


前 の 細胞 が 、 抑 制 ニ ュー ロン で あっ た 場合 。 次 の 細胞 の 発火 
i Hee « 受信 数 値 の 増加 の 学習 が な SNS. ROAM 
胞 に ee 抑制 刺激 の 受信 数 値 の 増幅 。 そ れ が 、 毎 回 、 全 
て の 接合 部 に お いて 、 行 われ る こと 。 

en - 抑制 ニ ュー ロン で あっ た 場合 。 抑 制 デ ー タ を 送 
信 し た に も 関わ ら ず 、 次 の 細胞 の 発火 が な され る と 、 受 値 数 
値 の 減少 の 学習 が な され る 。 次 の 細胞 に お ける 、 抑 制 刺激 の 
受信 数 値 の 削減 。 そ れ が 、 毎回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 
AiO 

前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン か 、 抑 制 ニ ュー ロン か 。 後 の 細 
胞 が 、 発 火 し た か 、 発 火 し な か っ た か 、。 Bit, 4 通り の 考慮 
が 必要 。 


学習 。 


シナ プス の 可 烹 性 を 用 いて 、 神 経 細胞 同士 の 接合 の 強度 を 、 
生物 の 環境 適応 の 度合 い が よ り 高 い 形 へ と 、 自 発 的 に 変化 さ 
の ae 

可 北 性 の ある 神経 細胞 と 、 可 勤 性 の 無い 神経 細胞 と の 、 両 方 
が 、 同 時 に 存在 する こと 。 

生徒 の 信号 出力 。 教 師 の 手 本 の 信号 出力 。 そ の 差 を 、 埋 め る 
よう に 、 神 経 胡 を 、 再 構築 する こと 。 

機械 学習 の よう な 、 バ ッ ク プ ロ パ ゲー ショ ン の 、 複 数 の 細胞 
レベ ル で の 実現 。 そ れ は 、 現 実 の 神経 の 動き を 、 反 映し な 
い 。 そ れ は 、 現 実 の 神経 の 動き を 、 再 現す る 上 で は 、 後 回 
し と な る 。 別 の 効果 的 な 、 神 経 系 の 学習 方 法 を 、 考 案 す る こ 
と が 、 必 要 で ある 。 


//// 


神経 細胞 の 社会 的 分 業 。 HHREARAOUV ATL. 

神経 系 内 部 に お ける 、 神 経 細胞 同士 の 社会 的 分 業 。 そ れ は 、 
神経 の シス テム で ある 。 そ れ ら は 、 以 下 の よ うな 内 容 で あ 
ame 


// 


AC iit. 

神経 細胞 同士 の 、 後 天 的 に 形成 され た 結合 。 そ れ ら の 保持 。 
それ ら を 、 維 持 す る か どう か を 、 コ ント ロー ル す る 、 神 経 細 
胞 。 そ の コン トロ ー ル の メカ ニズム を 、 実 装 す る こと 。 
短期 記憶 。 一 時 的 な 記憶 。 

長期 記憶 。 持 続 的 な 記憶 。 促 進 性 の 長期 記憶 。 抑 制 性 の 長期 
記憶 。 

促進 ニュ ー ロ ン に よる 、 記 憶 内 容 の 増強 。 

抑制 ニュ ー ロ ン に よる 、 記 憶 内 容 の 抑圧 。 

ある エリ ア の 神経 細胞 が 機能 し な く な る と 、 記 憶 の 機能 が 、 
神経 条 の 全 役 に お いて 、 失 われ る こと 。 


神経 細胞 が 、 あ る 場所 か ら 、 別 の 場所 へ と 、 移 動 す る こと 。 
ある 神経 細胞 か ら 、 別 の 神経 細胞 へ と 、 ラ ンダ ム に 触手 が 伸 
びる こと 。 

それ は 、 ア メー バ の 移動 と 、 同 様 で ある 。 

その 結果 。 新 た な 、 神 経 細 胞 同士 の 接合 部 が 、 次 々 に 、 試 験 
的 に 形成 され る こと 。 

それ は 、 新 規 の アイ デア の 思い つき に 、 相 当 す る こと 。 そ れ 
は 、 思 考 で ある 。 

それ ら の メカ ニズム を 、 実 装 す る こと 。 

相互 結合 の 変動 が ある 神経 細胞 と 、 相 互 結合 の 変動 が 無い 神 
経 細胞 と の 、 両 方 が 、 同 時 に 存在 する こと 。 


中 継 。 媒 介 。 遠 距離 の 連絡 。 

社会 分 業 制 の 神経 和 シ ステ ム に お いて 、 主 れ た 場所 の 、 別 々 
の 機能 を 担う 、 神 経 償 同士 を 、 中 継 し 、 連 絡 す る 、 神 経 細 
胞 。 


// 


感情 。 情 動 。 

生物 に お ける 、 基 本 的 な 環境 適応 の 行動 。 そ れ ら を 司る 、 生 
命 維持 に と っ て 、 最 も 還 要 な 、 神 経 細 胞 。 

それ は 、 神 経 条 に お ける 中 心 司 金 部 の 神経 細胞 で ある 。 
周辺 部 の 神経 細胞 に 対し て 、 促 進 と 抑制 の コン トロ ー ル を 行 
う 、 神 経 細胞 。 

それ ら の 活動 。 そ を の コン トロ ー ル の メカ ニズム を 、 実 装 す る 
ay ee 


2X OHA. 

感情 に 基づく 行動 の 促進 。 脅 威 に 対す る 恐怖 に よっ て 、 行 動 
面 で 、 慌 て て 取り 乱 し な が ら 、 急 速 に 動く こと 。 そ れ は 、 & 
性 的 で ある 。 

感情 に 基づく 行動 の 抑制 。 憲 威 に 対す る 冷静 な 観察 。 そ れ ら 
に 基づく 、 攻 撃 と 防御 。 そ れ ら を 、 行 うこ と 。 そ れ は 、 男 性 
的 で ある 。 

それ ら の 両方 を 、 別 々 の 神経 細胞 に よっ て 、 備 える こと 。 


// 


生命 の 基盤 。 

生物 に お ける 、 基 本 的 な 生命 維持 に 長 結 する 行動 。 

衣食 住 の 確保 。 水 分 や 栄養 分 の 、 体 内 へ の 提 取 。 体 内 の 不要 
MIO AE. 

それ ら の 行動 を 司る 、 神 経 細 胞 。 

それ ら は 、 神 経 系 の 、 最 も 中 心 部 に 存在 する 。 そ れ ら は 、 神 
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プロ グラ ミン グ に お ける 、 設 計 と 実装 の 方 針 。 
プロ グラ ム の 実装 は 、 生 物 に と っ て 、 最 も 重要 な 部 分 か ら 、 
行う こと 。 そ れ は 、 生 物 基 毅 の 神経 系 の 部 分 で ある 。 


神経 細胞 の 活動 を 、 コ ンピュータ の 複数 の プロ セス の 集合 体 
ら L で て 、 表 下す る こと 。 

Python の プロ グラ ミン グ に お ける 、 マ ル チ プ ロ セ ッ シ ン グ の 
機能 、 そ れ ら を 、 活 用 する こと 。 

細胞 活動 を 、 複 数 の 機能 に 分 割 し て 、 捉 える こと 。 和 名 機能 

に 、 プ ブロ セス を 割り 当て る こと 。 

マル チラ 上 旭 セ ッ ツ シ シ グ に お ける 、。、 ラ 条 セ ス 問 の デー タ 通 信 。 
キュ ー。PIPE。 メ モリ 共有 。 

デー タ 通 信 の 相手 を 、 試行 錯 斉 的 に 新規 に 生成 する こと が 、 
可能 で ある こと 。 シ ナブ プス の 新規 生成 が 、 可 能 で ある こと 。 
PIPE は 、 キ ュー の 、 上 位 互換 で ある 。 


外部 環境 の 取る 値 の 設定 。 そ の 値 を 、 手 動 で 変化 させ る こと 
を 可能 に する こと 。 

標準 入力 か ら の デー タ 読 み 込 み 。 キ ー ボ ー ド 。 マ ウス 。 
ファ イル 経由 で の デー タ 書 き 込 み と 、 受 容器 に よる デー タ 読 
み 込 み 。 

Python 向 け の Tkinter の ソフ トウ ェ ア を 利用 し て 、 テ キス ト 
ボッ クス や ボタ ン な どの GUI ベ ー ス の 画面 を 生成 し て 、 そ の 
画面 か ら 、 外 部 環境 を 制御 する デー タ の 入力 を する こと 。 
外部 環境 自体 を 、 プ ロ セ ス 化 する こと 。 外 部 環境 の 制御 の た 


め の GUI を 、 プ ロ セ ス と し て 起動 する こと 。 


ダミ ー の 受信 数 値 発生 送信 著 を 、 別 途 作成 し て 、 神 経 細 胞 の 
動作 の デバ ッ グ に 使う 。 


各 プ ロ セ ス は 、 い っ た ん 起動 し た ら 、 全 て 、 そ の まま 放 交 す 
SE の 

各 プ ロ セ ス は 、 自 殺 で きる よう に する こと 。 栄 養 不足 に よ 

る 、 細 胞 の 死亡 。 寿命 を 迎え る こと に よる 、 細 胞 の 死亡 。 そ 
れ ら を 、 再 現 可能 に する こと 。 

各 プ ロ セ ス は 、 後 か ら 、 追 加 の 形 で 、 生 成 で きる よう に する 
こと 。 生物 の 誕生 後に お ける 、 新 た な 、 神 経 細胞 の 生成 や 、 
神経 細胞 の 分 裂 。 そ れ ら を 、 再 現 可能 に する こと 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 
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私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の 
プロ セス に つい て 。 


こ 訪 問 あ り が と う ご ざ いま す ! 


私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読 者 の 旨 様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 


自動 徳 訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 


日 本 語 一 英語 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 
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